
N e w s  o f  t h e  f o r e s t

岐阜県の森林・林業
5No.836

2023 May

ご自由に お持ちください。

http://www.g-forestry.or.jp　（公社） 岐阜県山林協会の情報をご覧いただけます。

Ｅ-mail sanrinag@quartz.ocn.ne.jp
編集・発行　公益社団法人 岐阜県山林協会

●詳細は3ページをご覧ください

会場の様子 つみぼぼ世界選手権 枡コースターづくり

ぎふの木のおもちゃ広場 丸太切り体験 展示・販売

「恵みの森づくりコンソーシアムpresents 森あそび・森まなび
～森から感じる春の訪れ～」を開催しました！



地
域
の
人 目

　次

C
o

n
t

e
n

s

表紙●詳細は3ページをご覧ください。

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー（
一
般
向
け
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

「
恵
み
の
森
づ
く
り
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

p
r
e
s
e
n
t
s

　 

森
あ
そ
び
・
森
ま
な
び
〜
森
か
ら
感
じ
る
春
の
訪
れ
〜
」
を
開
催
！
…
…
3

岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士
の
認
定
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
3

就
任
の
ご
挨
拶
　
岐
阜
県
林
政
部
長
　
久
松
　
一
男
…
…
…
…
…
…
4

令
和
5
年
度
　
岐
阜
県
林
政
部
予
算
の
あ
ら
ま
し
…
…
…
…
…
…
…
4

　
　
　
　
　
　
ハ
ナ
イ
カ
ダ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６

――
毎
日
が
日
曜
日
、大
谷
翔
平
選
手
―
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７

ぎ
ふ
木
遊
館
通
信
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８

m
o
r
i
n
o
s 

プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介
！！

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
９

坂
祝
町
子
育
て
支
援
拠
点
施
設（
バ
ン
ビ
ー
ニ
）
…
…
…
…
…
…
…
…

私
た
ち
の
暮
ら
し
と
身
近
な
自
然
〜
人
知
れ
ず
消
え
て
い
く
生
き
も
の
た
ち
〜
…

シ
リ
ー
ズ
：『
森
林
・
環
境
税
』で„
緑
豊
か
な
清
流
の
国
ぎ
ふ
づ
く
り
“⑴
…
…

伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届
出
制
度
の
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…

野
鳥
の
ヒ
ナ
を
拾
わ
な
い
で
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
林
協
会
通
信
12
　
さ
ざ
れ
石
公
園
を
知
っ
て
い
ま
す
か

…
…
…
…
 

令
和
4
年
度
　
岐
阜
県
治
山
林
道
技
術
成
果
発
表
会

…
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
花
の
形
の
意
味
を
考
え
る
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
　
　
　
常
に
学
び
を
続
け
、自
分
の
世
界
を
広
げ
よ
う
！
…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士
養
成
研
修

…
…
…
…
…

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

（35）
　
全
国
初
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
通
信
シ
ス
テ
ム
　

岐
阜
森
林
管
理
署
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

…
…
…
…
…
…
…

林
業
者
向
け
お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

市
況

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
の
お
じ
ゃ
ま
む
し（
３
8
2
）

木
の
香
る
ぎ
ふ
の
施
設 

（122）

普
及
コ
ー
ナ
ー

研
究
コ
ー
ナ
ー

森
林
と
人
を
活
か
す
知
恵 

（124）

国
有
林
の
現
場
か
ら 

（79）

山
の
歳
時
記 

（213）

101112131414 1516171819202122

N e w s  o f  t h e  f o r e s t

岐阜県の森林・林業
5No.836

2023 May

ご自由に お持ちください。

会場の様子 つみぼぼ世界選手権 枡コースターづくり

ぎふの木のおもちゃ広場 丸太切り体験 展示・販売

「恵みの森づくりコンソーシアム presents森あそび・森まなび
～森から感じる春の訪れ～」を開催しました！

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所

申込（問合せ）先／ TEL 

3月1日㈬～
5月31日㈬ 緑の募金（春期） 「緑の募金で進めようSDGｓ」をスローガンに家庭募金、

企業募金、職場募金などを行います。 公益社団法人岐阜県緑化推進委員会
TEL 058-273-7577

未定 狩猟免許試験
狩猟免許取得のための試験を実施します。
●開催日時は未定（５月末までに県ＨＰにて公示予定）
※事前に申請書類等の提出が必要です。詳しくは右記

にお問い合わせください。

未定

各地域を所管する県事務所、または
環境生活政策課（058-272-1111
内線 2921)

森林・林業関係イベントカレンダー（3～5月）
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岐阜県地域森林監理士の認定について
　岐阜県では、平成２９年度から、地域における森林の管理及び経営に必要な専門知識を有し、市町村林務行政の支援
や民有林経営への助言等を行う本県独自の人材である「岐阜県地域森林監理士」の認定を行っています。
　令和4年度は新たに以下の５人を認定し、認定者は合計で３２人となりました。県のホームページで、岐阜県地域森林監
理士の名簿を公開していますので、関心がある方や支援を受けたい方はぜひご覧ください。
　新たに岐阜県地域森林監理士に認定された方々のご活躍を期待しています。

　また、県では、認定した岐阜県地域森林監理士を市町村や林業事業体等の皆様に積極的にご活用いただけるよう、以
下のような支援制度を設けていますので、ぜひご利用ください。

　恵みの森づくりコンソーシアムは、林業家、木工家、自然案内人など
の森にかかわる人から、製造業、観光業などの企業・団体・個人ら多様
業種が集まり、美しい森林を次世代に残すため、森林の望ましい姿、
活用方法等について考え実践している組織です。
　３月１１日(土)に、マーサ21　マーサスクエア（岐阜市）にて、「恵み
の森づくりコンソーシアム presents 森あそび・森まな
び～森から感じる春の訪れ～」を開催しました。
　バードコールづくり、マイ箸づくり、丸太切りなどの

ワークショップや、木工製品やハチミツなどの販売、森づくりの展示などを行いまし
た。また、つみぼぼ世界選手権、森の○×クイズのイベントも開催し、来場者の方に
楽しんでいただきました。

◉ 岐阜県地域森林監理士活用事業について
　岐阜県地域森林監理士を直接雇用あるいは岐阜県地域森林監理士の所属する組織に業務委託される場合に、その
経費の一部を補助します。これまでの主な活用内容をご紹介します。

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８‒２７２‒１１１１ 内線（4347）　森林活用推進課 森林吸収源対策室 森林吸収源対策係まで

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８‒２７２‒１１１１ 内線（4349）　恵みの森づくりコンソーシアム事務局（森林活用推進課）まで

◉ 岐阜県地域森林監理士の派遣事業について（対象：市町村）
　県では、市町村の森林経営管理制度等の取組みを一層促進するため、市町村の要請に応じて岐阜県地域森林監理士
の短期派遣を実施しています。
　派遣に要する経費（報償費、旅費）は県が負担しますので、ぜひご活用ください。

　まずは、地域森林管理支援センター（058-201-5013）までご相談ください。

●岐阜県地域森林監理士を長期間雇用するほどの業務ではないが、相談したいことがある。
●意向調査対象地の選定をどう進めればいいか助言して欲しい。
●間伐が必要かどうか現地で一緒に判断して欲しい。   など

例えば…

▲寄せ木のシロフォンづくり　

▲木工製品などの販売

▲森の○×クイズ

「恵みの森づくりコンソーシアム presents
　 森あそび・森まなび～森から感じる春の訪れ～」を開催！

認定番号 氏　名 所　属
第R04-01号 日

ひ
比
び

野
の

　基
もとひろ

宏 岐阜県森林組合連合会
第R04-02号 安

あんどう
藤　雅

まさ
人
と 株式会社安藤林業

第R04-03号 安
やす

江
え

　裕
ゆう

治
じ 高山市

第R04-04号 樋
ひ

口
ぐち

　享
きょうじ

二 郡上森林マネジメント協議会
第R04-05号 河

かわかた
方　智

ともゆき
之 可茂森林組合

事業主体 活用内容

市町村
⃝ 森林経営管理制度に係る業務（対象森林の選定、森林境界の明確化、意向調査等）
⃝ 市町村森林整備計画や基本構想等の策定支援
⃝ 市町村有林の森林整備、森林経営計画の策定及び実行監理の支援 など

林業事業体
林業関係団体

⃝ 経営改善に資する助言等（進捗管理の仕組みの構築、業務マニュアル見直し等）
⃝ 森林経営計画の策定及び実行監理の支援 など

認定証書授与式
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こ
の
度
の
異
動
で
林
政
部
長
を
拝
命
し
ま

し
た
。
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す

が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

精
一
杯
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

本
年
４
月
１
日
に
、「
岐
阜
県
木
の
国
・
山

の
国
県
産
材
利
用
促
進
条
例
」が
施
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
条
例
で
は
、
建
築
物
だ
け
で
な

く
、
家
具
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
、
土
木
工
事

の
資
材
な
ど
多
様
な
分
野
で
の
県
産
材
利
用

拡
大
に
、
市
町
村
、
事
業
者
及
び
県
民
等
の

ご
理
解
ご
協
力
の
も
と
、「
オ
ー
ル
岐
阜
」体
制

で
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
県
で
新
た
に
整
備
す
る
建
築
物
は
、

関
係
法
令
や
基
準
等
の
範
囲
内
で
原
則
木
造

化
し
ま
す
。
ま
た
、
民
間
の
非
住
宅
建
築
物

の
木
造
化
を
促
進
す
る
た
め
、
木
造
構
造
設

計
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
窓
口
を
設
置
す
る

ほ
か
、
県
と
事
業
者
で
県
産
材
利
用
を
推
進

す
る
協
定
制
度
を
創
設
し
、
県
は
協
定
に
基

づ
く
取
組
み
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
県
産
材
利
用
の
機
運
を
醸
成
す
る
た

め
、
県
民
の
み
な
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
く

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
県
庁
ミ
ナ
モ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
・
林
業
に
対
す
る
県
民
の
理

解
を
醸
成
す
る
た
め
、「
ぎ
ふ
木
遊
館
」と「
森

林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー（
m
o
r
i
n
o
s
）」

を
核
と
し
て
、
森
と
の
つ
な
が
り
や
森
林
文

化
の
豊
か
さ
を
段
階
的
、
継
続
的
に
学
ぶ
機

会
を
提
供
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
市
町
村

等
が
行
う
ぎ
ふ
木
遊
館
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
整

備
へ
の
支
援
や
、
地
域
で
活
動
す
る
木
育
・

森
林
環
境
教
育
の
指
導
者
が
情
報
交
換
を
行

う
交
流
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
関
係
者
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図
る
な
ど
、「
ぎ
ふ
木
育
」

の
全
県
展
開
を
推
進
し
ま
す
。

　

一
方
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築
が
世
界
的
に

叫
ば
れ
る
中
、
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
源

と
し
て
の
価
値
は
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
国
の
Ｊ
－
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
を
活
用
し
て
森
林
の
二
酸
化
炭
素
吸
収
量

の
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
同

制
度
で
は
対
象
と
な
ら
な
い
森
林
を
対
象
に

二
酸
化
炭
素
吸
収
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
と
し
て

県
が
認
証
す
る「（
仮
称
）Ｇ
－
ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
」に
つ
い
て
、本
年
10
月
の
施
行
を
目
指
し
、

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル
化
が
一

気
に
進
展
す
る
中
、
リ
ア
ル
な
体
験
が
で
き

る
森
林
空
間
へ
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
本
年
１
月
に
設
立
さ
れ
た「
ぎ
ふ
森
の
あ

る
暮
ら
し
推
進
協
議
会
」と
と
も
に
先
進
事
例

の
紹
介
を
行
う
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
を
通
じ

て
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
振
興
し
、
山
村
地

域
に
新
た
な
雇
用
を
創
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
県
の
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
い
く
た
め
に
は
、

森
林
技
術
者
の
確
保
・
育
成
が
最
大
の
課
題

で
す
。

　

こ
の
た
め
本
年
度
か
ら
、
既
存
の
岐
阜
県

林
業
士
制
度
を
見
直
し
、
段
階
別
の
資
格
制

度
を
創
設
す
る
こ
と
で
、
森
林
技
術
者
へ
の

門
戸
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る
こ
と
に

よ
り
、
人
材
の
育
成
と
確
保
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
様
々
な
施

策
を
通
じ
て
、
本
県
の
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
を
よ
り
一
層
推
進
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

岐
阜
県
林
政
部
長　

久
松　

一
男

　

林
政
部
の
令
和
５
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額
は
、
１
８
１
億
８
，７
３
５
万
９
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
５
億
３
，

１
６
５
万
８
千
円
、
率
に
し
て
2.8
％
の
減
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
木
材
加
工
流
通
施
設
の
整
備
に
係
る
国
庫
補
助
事
業

に
お
い
て
補
助
要
望
額
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
影
響
を
除
け
ば
前
年
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
予
算
規
模
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

林
政
部
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た「
第
４
期
岐
阜
県
森
林
づ
く
り
基
本
計
画
」に
お
い
て
、「「
清
流
の
国
ぎ

ふ
」の
未
来
を
支
え
る
森
林
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

計
画
の
施
策
の
柱
は
３
本
あ
り
、
１
つ
目
は
、「
森
林
づ
く
り
の
推
進
」で
す
。
近
年
の
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
森
林
・
林
業
分
野

で
も
多
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、「
災
害
に
強
い
循
環
型
の
森
林
づ
く
り
」を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
担
い

手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、「
森
林
技
術
者
の
確
保
・
育
成
・
定
着
」に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は「
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
」で
す
。
昨
年
12
月
に
制
定
し
、
本
年
４
月
１
日
に
施
行
し
た「
岐
阜
県
木
の
国
・
山
の

国
県
産
材
利
用
促
進
条
例
」に
基
づ
き
、
県
有
施
設
や
民
間
施
設
等
の
木
造
化
、
内
装
木
質
化
等
を
進
め
、「
都
市
の
木
造
化
・
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
県
産
材
の
需
要
拡
大
」を
推
進
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
県
産
材
の
安
定
供
給
に
向
け
、「
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
よ
る
林
業
・
木
材
産
業
改
革
」を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
つ
目
は「
森
林
の
新
た
な
価
値
の
創
造
と
山
村
地
域
の
振
興
」で
す
。「
ぎ
ふ
森
の
あ
る
暮
ら
し
推
進
協
議
会
」へ
の
活
動
支
援

な
ど
を
通
じ
て
、
森
林
空
間
を
活
用
し
、
新
た
な
雇
用
と
収
入
を
生
み
出
す
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
育
成
す
る
ほ
か
、
新
た
な
森

林
吸
収
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
誰
も
が
身
近
に「
ぎ
ふ
木
育
」を
体
験
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
等
と

連
携
し
た
ぎ
ふ
木
遊
館
サ
テ
ラ
イ
ト
施
設
の
整
備
支
援
や
、
ぎ
ふ
木
育
指
導
者
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
な
ど
、「
ぎ
ふ
木
育
」の
全

県
展
開
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

岐
阜
県
林
政
部
予
算
の
あ
ら
ま
し

令
和
5
年
度

以
下
、
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

重
点
施
策
：
森
林
づ
く
り
の
推
進

１　
激
甚
化
す
る
災
害
に
備
え
た
山
地
防
災
力
の
維
持
・
強
化

　

頻
発
化
、激
甚
化
の
傾
向
に
あ
る
豪
雨
災
害
か
ら
、県
民
の
生
命
・

財
産
を
守
り
林
業
の
振
興
を
図
る
た
め
、
治
山
施
設
と
森
林
整
備

を
組
み
合
わ
せ
た
山
地
防
災
力
の
維
持
・
強
化
と
災
害
に
強
い
森

林
作
業
道
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

⑴
治
山
施
設
と
森
林
整
備
を
組
み
合
わ
せ
た
事
前
防
災
地
区
に

よ
る
面
的
防
災
力
の
強
化�

（
8
7
5
，0
7
4
千
円
）

　

・
市
町
村
や
林
業
事
業
体
と
連
携
し
た
事
前
防
災
地
区
を
設
定

し
、
間
伐
な
ど
の
森
林
整
備
と
、
不
安
定
土
砂
の
移
動
を
防

ぐ
ダ
ム
の
設
置
等
の
治
山
対
策
を
総
合
的
に
実
施

　

⑵
山
地
災
害
危
険
地
区
に
お
け
る
治
山
施
設
整
備
の
推
進

（
2
，3
8
0
，9
5
0
千
円
）

　

・
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策

と
し
て
治
山
事
業
を
実
施
し
、
土
砂
災
害
発
生
リ
ス
ク
が
高

い
山
地
災
害
危
険
地
区
の
整
備
を
推
進

　

⑶
治
山
施
設
の
災
害
対
応
力
強
化
と
長
寿
命
化

（
3
4
2
，1
0
0
千
円
）

　

・
治
山
施
設
個
別
施
設
計
画
に
基
づ
き
既
存
治
山
施
設
を
維
持

修
繕
す
る
と
と
も
に
、
嵩
上
げ
や
流
木
捕
捉
施
設
の
追
加
等

の
機
能
強
化
対
策
を
推
進

　

⑷
災
害
に
強
い
作
業
道
づ
く
り
の
推
進     （
５
，０
０
０
千
円
）

　

・
既
設
森
林
作
業
道
に
お
い
て
路
盤
や
排
水
処
理
施
設
の
整
備

等
機
能
強
化
を
支
援
し
、
安
全
性
や
耐
久
性
を
向
上

２　

１
０
０
年
先
を
見
据
え
た
森
林
づ
く
り
の
方
向
性
と
仕
組
み

づ
く
り

　

１
０
０
年
先
の
望
ま
し
い
森
林
の
姿
を
示
す
森
林
配
置
計
画
に

沿
っ
た
森
林
づ
く
り
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
貢
献
す
る
た
め
、
森
林
の
若
返
り

や
二
酸
化
炭
素
吸
収
効
果
の
高
い
早
生
樹
の
試
験
研
究
な
ど
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

⑴
森
林
の
成
長
を
促
す
間
伐
へ
の
支
援

（
２
，6
4
2
，3
7
7
千
円
）［
一
部
再
掲
］

　

・
森
林
配
置
計
画
の
配
置
区
分
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
沿
っ
た
間

伐
に
対
し
て
助
成

　

⑵
若
返
り
を
進
め
る
再
造
林
へ
の
支
援（

2
3
2
，3
9
5
千
円
）

　

・
再
造
林
へ
の
重
点
的
支
援
に
よ
り
、
森
林
の
若
返
り
や
造
林

未
済
地
の
解
消
等
を
促
進

新
⑶
二
酸
化
炭
素
吸
収
効
果
の
高
い
早
生
樹
の
試
験
研
究
の
推
進

（
2
，7
8
0
千
円
）

　

・
早
生
樹
の
活
用
を
推
進
す
る
た
め
、
安
定
生
産
に
向
け
た
苗

木
育
成
資
材
の
開
発
や
新
た
な
樹
種（
キ
リ
）の
実
証
試
験
等

を
実
施

　

⑷
防
護
柵
設
置
等
の
獣
害
対
策
へ
の
支
援   （
8
，7
4
3
千
円
）

　

・
シ
カ
等
に
よ
る
苗
木
の
食
害
や
ク
マ
等
に
よ
る
立
木
の
樹
皮

被
害
を
防
ぐ
た
め
、
防
護
柵
の
設
置
や
テ
ー
プ
巻
き
等
に
対

し
て
助
成
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３　

森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
市
町
村
に
よ
る
森
林
管
理
の
支

援

　

森
林
経
営
管
理
制
度
を
担
う
市
町
村
の
取
組
み
を
支
援
す
る
た

め
、
地
域
森
林
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
を
行
う
ほ
か
、

精
度
の
高
い
森
林
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

⑴
市
町
村
の
林
務
行
政
を
支
援
す
る「
地
域
森
林
管
理
支
援
セ
ン

タ
ー
」の
機
能
強
化�

（
２
９
，2
0
7
千
円
）

　

・
森
林
経
営
管
理
制
度
を
運
用
す
る
市
町
村
を
総
合
的
に
支
援

す
る
た
め
、
地
域
森
林
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
強
化

　

⑵
森
林
配
置
区
分
に
応
じ
た
森
林
整
備
へ
の
支
援

（
１
８
，3
3
5
千
円
）

　

・
森
林
情
報
を
一
元
化
し
た
森
林
ク
ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
、
精
度
の
高
い
情
報
を
市
町
村
へ
提
供

　

⑶
自
伐
林
家
が
行
う
森
林
整
備
へ
の
支
援�

�

（
２
０
，０
０
０
千
円
）

　

・
自
伐
林
家
等
中
小
規
模
森
林
所
有
者
が
行
う
除
伐
、
間
伐
及

び
作
業
道
開
設
等
の
森
林
整
備
に
対
し
て
助
成

４　
森
林
技
術
者
の
確
保
・
育
成
・
定
着

　
「
森
の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」を
核
に
就
業
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
強
化
な
ど
に
よ
り
人
材
育
成
を
図
る
と
と
も

に
、
新
規
就
業
者
等
の
作
業
中
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
労
働

安
全
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

新
⑴
岐
阜
県
林
業
士
の
能
力
別
資
格
制
度
の
創
設

（
1
，０
０
０
千
円
）

　

・
新
規
就
業
者
か
ら
熟
練
技
術
者
を
対
象
に
、
木
材
生
産
等
に

関
す
る
知
識
・
技
術
に
応
じ
た
資
格
制
度
を
開
始

　

⑵
就
業
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
体
制
の
強
化

�

（
１
6
，2
1
7
千
円
）

　

・「
森
の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ
」に
お
い
て
、
新
規
就
業

者
の
確
保
と
就
業
後
の
定
着
を
高
め
る
た
め
に
労
働
環
境
状

況
の
調
査
等
を
実
施

　

⑶
県
内
に
移
住
す
る
新
規
就
業
者
へ
の
支
援�（
9
，7
5
0
千
円
）

　

・
県
内
で
林
業
に
従
事
す
る
た
め
県
外
か
ら
移
住
し
た
者
を
対

象
に
、
移
住
支
援
金
を
給
付

　

⑷
労
働
災
害
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
等
の
実
施�

（
9
1
5
千
円
）

　

・
作
業
現
場
に
お
け
る
応
急
処
置
や
搬
送
方
法
を
学
ぶ
労
働
災

害
時
の
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
や
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
知
識
等
の
基
礎
を
学
ぶ
講
習
を
実
施

　

⑸
伐
木
安
全
技
術
評
価
会
の
実
施�

 （
6
，2
5
9
千
円
）

　

・
伐
木
安
全
技
術
評
価
会
と
事
前
講
習
会
を
開
催

重
点
施
策
：
林
業
・
木
材
産
業
の
振
興

５　
県
産
材
利
用
促
進
条
例
に
基
づ
く
需
要
拡
大

　

令
和
４
年
12
月
に
制
定
し
た「
岐
阜
県
木
の
国
・
山
の
国
県
産
材

利
用
促
進
条
例
」（
令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
）に
基
づ
き
、
建
築
物

等
へ
の
県
産
材
利
用
の
促
進
、
人
材
の
育
成
、
県
民
及
び
事
業
者

へ
の
理
解
の
醸
成
な
ど
を
図
り
、
県
産
材
の
需
要
拡
大
を
推
進
し

ま
す
。

　
⑴
県
有
施
設
に
お
け
る
木
造
化
、
内
装
木
質
化
等
の
推
進

�

（
1
0
7
，6
０
０
千
円
）

　

・
県
有
施
設
の
木
造
化
や
教
育
・
福
祉
関
連
施
設
に
お
け
る
内

装
木
質
化
等
を
推
進

新
⑵
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
等
に
よ
る
オ
ー
ル
岐
阜
体
制
で
の
普
及

啓
発�

（
７
，2
7
9
千
円
）

　

・
県
産
材
利
用
の
機
運
醸
成
を
図
る
た
め
、「
県
産
材
利
用
促
進

フ
ォ
ー
ラ
ム（
仮
称
）」を
開
催

新
⑶
木
造
建
築
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
設
置
と
設
計
者
等
の
育
成 

�

（
1
８
，4
7
1
千
円
）

　

・
都
市
部
の
工
務
店
に
対
し
県
産
材
製
品
の
斡
旋
等
を
行
う
窓

口
を
設
置

　

・「
ぎ
ふ
木
造
建
築
相
談
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
、
木
造
建
築
の

技
術
的
な
助
言
等
を
実
施

新
⑷
協
定
締
結
事
業
者
が
行
う
木
造
化
・
内
装
木
質
化
等
へ
の
支

援�
�

�
 （

2
0
8
，6
０
０
千
円
）

　

・
県
と
事
業
者
と
の「
県
産
材
利
用
促
進
協
定
」に
基
づ
き
、
県

産
材
を
活
用
し
た
非
住
宅
建
築
物
の
木
造
化
、
内
装
木
質
化

等
を
支
援

新
⑸
炭
素
貯
蔵
量
の
認
定
と
優
良
事
例
の
表
彰（
1
，4
8
6
千
円
）

　

・
建
築
物
等
に
利
用
さ
れ
た
県
産
材
の
炭
素
貯
蔵
量
を
認
定
及

び
公
表
す
る
と
と
も
に
、
優
れ
た
県
産
材
利
用
事
例
を
表
彰

６　
森
林
資
源
の
有
効
活
用
の
促
進

　
「
脱
炭
素
社
会
ぎ
ふ
」の
実
現
に
向
け
て
、
再
生
可
能
な
資
源
で

あ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
林
内
に
放
置
さ
れ
て
い
る
未
利
用
材
の
搬
出
と
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
の
導
入
を
促
進
し
ま
す
。

新
⑴
未
利
用
材
の
搬
出
経
費
へ
の
支
援 �

（
１
2
，６
５
０
千
円
）

　

・
林
業
事
業
体
や
、
市
町
村
と
地
域
住
民
等
が
協
働
し
て
行
う

未
利
用
材
の
搬
出
に
対
し
助
成

新
⑵
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
関
す
る
研
修
会
の
実
施
と
事
業
体
へ
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣�

（
１
，２
５
６
千
円
）

　

・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
熱
利
用
を
考
え
る
事
業
者
に
対
し
て
研

修
会
を
開
催

　

・
施
設
整
備
を
検
討
す
る
事
業
体
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

派
遣

　

⑶
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
施
設
の
設
備
導
入
へ
の
支
援

�
 （

１
４
，０
０
０
千
円
）

　

・
公
共
施
設
や
普
及
効
果
の
高
い
施
設
へ
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

設
備
の
導
入
経
費
を
助
成

７　

需
要
に
合
わ
せ
柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
す
る
木
材
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
構
築

　

木
材
生
産
か
ら
加
工
流
通
過
程
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
、
そ
の
情
報

を
基
に
需
給
調
整
を
行
う
体
制
の
構
築
等
を
支
援
し
、
木
材
需
要

の
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
木
材
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を

図
り
ま
す
。

　

⑴�

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
・
強
化
へ
の
支
援

 （
3
，0
0
0
千
円
）

　

・
県
産
材
住
宅
の
建
設
促
進
に
向
け
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を

構
築
し
、
県
産
材
の
需
給
調
整
や
、
販
路
拡
大
な
ど
の
取
組

み
を
行
う
団
体
に
対
し
助
成

　

⑵
林
業
事
業
体
等
が
行
う
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
支
援

（
２
4
，７
８
５
千
円
） 

３
月
補
正
含
む

　

・
生
産
工
程
管
理
、
在
庫
管
理
、
受
注
管
理
等
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
取
り
組
む
事
業
者
を
支
援

　

・
業
務
改
善
を
促
進
す
る
た
め
専
門
家
の
派
遣
等
を
実
施

新
⑶
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
供
給
拡
大
へ
の
支
援�

（
1
，２
０
０
千
円
）

　

・
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
材
の
新
規
認
証
・
品
目
追
加
に
取
り
組
む
事
業

者
を
対
象
に
、
認
証
取
得
に
係
る
経
費
を
助
成

⑷
輸
入
材
か
ら
県
産
材
へ
の
転
換
へ
の
支
援

�

（
１
９
７
，6
１
７
千
円
）  

３
月
補
正
含
む ［
一
部
再
掲
］

　

・
木
材
加
工
施
設
等
の
整
備
に
対
し
助
成

８　
木
材
の
安
定
供
給
と
森
林
所
有
者
へ
の
利
益
還
元

　

ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な
急
激
な
需
給
変
動
に
柔
軟
か
つ
迅
速

に
対
応
し
、
原
木
を
効
率
的
・
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
林
道
等

の
整
備
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
林
業
事
業
体
に
よ
る「
森
林
資
源

の
在
庫
管
理
」や
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
等
を
支
援
し
ま
す
。

新
⑴
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
森
林
資
源
の
在
庫
管
理
へ
の

支
援　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
，７
６
５
千
円
）

　

・
林
業
事
業
体
に
よ
る「
森
林
資
源
の
在
庫
管
理
」の
実
現
に
向

け
、
航
空
レ
ー
ザ
計
測
結
果
等
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
を
活
用

し
、
木
材
生
産
計
画
の
作
成
を
試
行

　

⑵
林
道
等
路
網
整
備
の
推
進　
　
（
１
，６
８
４
，８
３
０
千
円
）

　

・
市
町
村
が
行
う
林
道
の
整
備
に
対
し
て
助
成
す
る
と
と
も
に
、

基
幹
的
な
林
道
及
び
林
業
専
用
道
を
県
が
代
行
し
て
整
備

　

⑶
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
へ
の
支
援

�

（
５
０
，２
２
２
千
円
）  

３
月
補
正
含
む

　

・
林
業
事
業
体
に
よ
る
高
性
能
林
業
機
械
の
購
入
や
レ
ン
タ
ル

経
費
を
助
成

重
点
施
策
：
森
林
の
新
た
な
価
値
の
創
造
と

　
　
　
　
　
山
村
地
域
の
振
興

９　

新
た
な
雇
用
と
収
入
を
生
み
出
す
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育

成

　

山
村
地
域
に
新
た
な
雇
用
と
収
入
機
会
を
生
み
出
す
た
め
、
森

林
空
間
を
活
用
し
た
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

「
脱
炭
素
社
会
ぎ
ふ
」の
実
現
に
向
け
、
本
県
独
自
の
森
林
吸
収
ク

レ
ジ
ッ
ト
制
度
を
施
行
し
ま
す
。

　

⑴「
ぎ
ふ
森
の
あ
る
暮
ら
し
推
進
協
議
会
」の
活
動
支
援

�

（
４
，１
３
８
千
円
）

　

・
令
和
５
年
１
月
に
設
立
し
た
協
議
会
が
行
う
広
報
や
会
員
交

流
会
等
の
活
動
を
支
援

新
⑵
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
普
及
啓
発
と
人
材
育
成
の
た
め
の
研

修
会
等
の
実
施�

（
３
，５
１
３
千
円
）

　

・
先
進
事
例
の
紹
介
を
行
う
セ
ミ
ナ
ー
や
、
森
林
空
間
を
活
用

す
る
う
え
で
必
要
と
な
る
基
礎
知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
研

修
会
等
を
開
催

新
⑶「（
仮
称
）Ｇ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
」制
度
の
施
行

�

（
１
５
，６
９
１
千
円
）

　

・
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
に
よ
る
資
金
を
山
元
に
還
元
し
、

森
林
整
備
を
推
進
す
る
た
め
、
新
た
な
森
林
吸
収
ク
レ
ジ
ッ

ト
制
度
を
構
築
し
、
運
営

　

⑷
ク
レ
ジ
ッ
ト
認
証
制
度
の
普
及
啓
発�

（
３
，９
７
５
千
円
）

　

・
森
林
吸
収
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
認
証
取
得
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
等

を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
県
営
林
に
お
け
る
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ

ト
の
認
証
取
得
の
手
続
き
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
、
普
及

10　
「
ぎ
ふ
木
育
30
年
ビ
ジ
ョ
ン
」の
実
現
に
向
け
た「
ぎ
ふ
木
育
」

の
新
た
な
展
開

　

森
林
・
林
業
に
対
す
る
県
民
の
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、「
ぎ
ふ

木
遊
館
」と「
森
林
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー（
m
o
r
i
n
o
s
）」を
核

と
し
て
、
森
や
木
に
親
し
み
、
森
と
の
つ
な
が
り
や
森
林
文
化
の

豊
か
さ
を
段
階
的
、
継
続
的
に
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

新
⑴
市
町
村
や
民
間
事
業
者
が
行
う
ぎ
ふ
木
遊
館
サ
テ
ラ
イ
ト
施

設
の
整
備
支
援�

（
７
６
，４
０
０
千
円
）

　

・
市
町
村
等
が
県
と
連
携
し
て
、
ぎ
ふ
木
遊
館
サ
テ
ラ
イ
ト
施

設
を
整
備
す
る
経
費
を
助
成

新
⑵「
ぎ
ふ
木
育
」関
係
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
た
め
の
地
域
交

流
会
等
の
実
施�

（
４
，９
５
３
千
円
）

　

・
地
域
で
活
動
す
る
木
育
・
森
林
環
境
教
育
の
指
導
者
が
情
報

交
換
を
行
う
交
流
会
等
を
開
催

新
⑶
地
域
独
自
の
木
育
・
森
林
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
開
発

支
援�

（
１
，０
０
０
千
円
）

　

・
地
域
版
木
育
・
森
林
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
木
の
お
も
ち
ゃ

を
開
発

　

⑷「
ぎ
ふ
木
遊
館
」と「
m
o
r
i
n
o
s
」を
拠
点
と
し
た
魅
力

的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発�

　

 （
８
２
，２
１
４
千
円
）

　

・
森
や
木
に
親
し
む
体
験
等
、
魅
力
的
で
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
開
発

　

⑸「
ぎ
ふ
木
育
」指
導
者
等
の
養
成�

（
３
，８
８
８
千
円
）

　

・
木
育
や
森
林
環
境
教
育
に
係
る
指
導
者
の
養
成
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
向
け
た
研
修
等
を
開
催

11　
き
の
こ
な
ど
の
特
用
林
産
物
の
振
興

　

き
の
こ
の
新
規
生
産
者
の
確
保
、
き
の
こ
原
木
の
調
達
、
Ｇ
Ａ

Ｐ
等
の
認
証
取
得
や
生
産
活
動
に
必
要
な
施
設
整
備
等
に
支
援
を

行
い
ま
す
。

　

⑴
新
規
就
業
す
る
き
の
こ
生
産
者
へ
の
支
援 （
１
，０
０
０
千
円
）

　

・
生
産
開
始
直
後
の
経
営
安
定
化
の
た
め
の
給
付
金
を
支
給

　

⑵
き
の
こ
原
木
調
達
へ
の
支
援�

 （
２
，２
０
０
千
円
）

　

・
生
産
者
団
体
に
加
入
す
る
生
産
者
が
県
産
材
の
し
い
た
け
原

木
を
共
同
購
入
す
る
場
合
に
助
成

⑶
Ｇ
Ａ
Ｐ
や
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
商
品
の
生
産
拡
大
に
必
要
な
施
設

整
備
へ
の
支
援�

 （
５
，０
０
０
千
円
）

　

・
き
の
こ
生
産
者
に
よ
る
Ｇ
Ａ
Ｐ
等
の
認
証
取
得
に
必
要
な
施

設
整
備
に
対
し
助
成

　

⑷
き
の
こ
生
産
者
団
体
等
が
行
う
販
路
拡
大
へ
の
支
援 

�

（
３
，５
０
０
千
円
）

　

・
市
場
内
で
の
競
争
力
強
化
や
大
都
市
圏
・
海
外
へ
の
販
路
拡

大
の
取
組
み
に
対
し
助
成

12　
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」を
活
用
し
た
自
然
環
境
の

保
全
・
再
生

　

管
理
不
足
の
森
林
の
増
加
、
外
来
生
物
の
繁
殖
、
水
環
境
の
悪

化
な
ど
に
よ
り
、
森
林
や
河
川
の
持
つ
公
益
的
機
能
の
低
下
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
清
流
の
国
ぎ
ふ
森
林
・
環
境
税
」を
活

用
し
、
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
に
向
け
た
取
組
み
を
行
い
ま
す

　

⑴
森
林
部
門�

（
８
９
５
，９
２
３
千
円
）［
一
部
再
掲
］

　

・
奥
地
水
源
林
の
間
伐
、
危
険
な
樹
木
の
除
去
、
造
林
未
済
地

等
で
の
早
生
樹
の
植
栽
等
の
森
林
整
備
を
支
援

　

・
啓
発
効
果
の
高
い
公
共
施
設
等
の
木
造
化
・
内
装
木
質
化
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、森
や
木
、川
に
関
す
る
環
境
教
育
や「
ぎ

ふ
木
育
」の
推
進
等
を
実
施　

　

⑵
共
通
部
門�

（
３
３
，５
０
０
千
円
）

　

・
地
域
団
体
等
が
実
施
す
る
自
然
環
境
保
全
の
取
組
み
を
支
援

MORINOTAYORI5
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美
濃
加
茂
市
の
木
曽
川
沿
い
で
、
葉

の
上
に
花
を
咲
か
せ
る
ハ
ナ
イ
カ
ダ
を

見
つ
け
ま
し
た
。

　

ハ
ナ
イ
カ
ダ
（H

elwingia japonica

）

は
北
海
道
の
西
南
部
、
本
州
、
四
国
、

九
州
の
丘
陵
帯
か
ら
山
地
帯
の
湿
っ
た

と
こ
ろ
に
好
ん
で
自
生
す
る
落
葉
低
木

で
す
。

　

和
名
の
ハ
ナ
イ
カ
ダ
は
、
葉
の
上
に

花
を
咲
か
せ
実
を
結
ぶ
様
子
を
、
木
材

を
組
ん
で
川
を
下
る
筏
（
い
か
だ
）
と

船
頭
に
見
立
て
た「
花
筏
」が
由
来
で
す
。

　

ハ
ナ
イ
カ
ダ
は
5
月
頃
、
葉
表
の
中

央
に
淡
緑
色
の
小
さ
な
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
雌
雄
異
株
で
あ
る
た
め
、
雄
株
は

雄
花
を
葉
の
中
央
に
数
個
つ
け
、
雌
株

は
雌
花
を
葉
の
中
央
に
1
～
3
個
つ
け

ま
す
。

　

花
が
葉
の
中
央
に
咲
く
の
は
、
葉
と

花
序
の
原
基
が
発
生
初
期
か
ら
分
離
せ

ず
成
長
し
、
葉
腋
か
ら
出
た
花
柄
が
葉

の
主
脈
と
合
着
し
て
い
る
た
め
で
す
。

葉
が
ま
だ
小
さ
い
う
ち
は
、
葉
の
先
端

に
花
蕾
が
つ
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま

す
が
、
葉
の
成
長
と
と
も
に
中
央
に
位

置
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
雌
株
に
で

き
る
果
実
は
秋
に
黒
く
熟
し
て
甘
味
が

あ
り
、
小
鳥
が
好
ん
で
食
べ
ま
す
。

　

ハ
ナ
イ
カ
ダ
の
新
芽
は
柔
ら
か
く
、

菜
飯
や
汁
の
実
、
お
浸
し
、
炒
め
物
、

天
ぷ
ら
と
し
て
好
ま
れ
ま
す
。
葉
を
ゆ

で
た
り
蒸
し
た
り
す
る
と
、
マ
ツ
タ
ケ

に
似
た
香
り
が
す
る
た
め
炊
き
込
み
ご

飯
に
も
さ
れ
ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
別
名
マ
マ
コ
、
ヨ

メ
ノ
ナ
ミ
ダ
、
ツ
ツ
デ
、
オ
ト
コ
ジ
ン

と
呼
ば
れ
、マ
マ
コ
と
は
「
飯
子
、継
子
」

と
書
き
、
若
芽
を
菜
飯
や
お
浸
し
に
す

る
か
ら
と
か
、
葉
の
上
に
つ
い
た
花
や

実
を
飯
粒
に
見
立
て
た
た
め
と
言
わ
れ

ま
す
。

　

ヨ
メ
ノ
ナ
ミ
ダ
と
は
「
嫁
の
涙
」
と

書
き
、
こ
れ
は
殿
様
の
使
い
か
ら
「
葉

に
実
の
な
る
木
を
見
つ
け
て
こ
い
」
と

命
じ
ら
れ
た
若
嫁
が
、「
夜
遅
く
ま
で
山

中
を
探
し
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
思
わ
ず

流
し
た
悔
し
涙
が
葉
の
上
に
落
ち
、
月

光
に
黒
真
珠
の
よ
う
に
輝
い
た
も
の
が

果
実
に
な
っ
た
」
と
い
う
説
話
に
由
来

す
る
そ
う
で
す
。

　

ツ
ツ
デ
は
「
突
出
」
と
書
き
、
こ
れ

は
切
っ
た
茎
の
中
央
部
を
細
い
棒
で
突

く
と
、
海
綿
状
の
髄
が
突
き
出
さ
れ
て

く
る
た
め
で
、
昔
は
こ
の
髄
組
織
を
灯

明
の
芯
と
し
て
利
用
し
ま
し
た
。
ま
た

オ
ト
コ
ジ
ン
は
「
男
芯
」
と
書
き
、
上

記
の
棒
で
突
く
と
中
心
部
の
海
綿
状
髄

が
突
き
出
る
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

葉
や
果
実
は
民
間
薬
と
し
て
下
痢
止

め
に
、
根
は
咳
止
め
に
用
い
ま
し
た
。

中
国
で
は
葉
を
青
莢
葉
（
せ
い
き
ょ
う

よ
う
）、
果
実
を
葉
上
珠
（
よ
う
じ
ょ

う
じ
ゅ
）
と
呼
び
、滋
養
や
強
壮
、止
血
、

下
痢
、
健
胃
に
用
い
た
例
が
あ
り
ま
す
。

下
痢
止
め
に
用
い
る
に
は
乾
燥
し
た
葉

を
、
煎
じ
煮
詰
め
て
服
用
し
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
古
い
文
献
に
は
、
根
系
が

解
毒
や
消
腫
に
効
果
が
あ
り
、
特
に
ヘ

ビ
の
咬
傷
に
も
効
く
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
信
じ
な
い
こ
と
が
賢
明
で
し
ょ

う
。

▲葉の上に花を咲かせたハナイカダ
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自然学総合研究所　野平 照雄●Teruo Nohira

－毎日が日曜日、大谷翔平選手－ 【第382回】

後期高齢者の仲間入りをしてから５年。あと少しで80歳だ。
今となるとあっという間にすぎた感じだ。当初は毎日が日曜日。
好きなことが何でもできると喜んだものだ。ところが違った。
体力の衰え。若いころは虫採りで野山を駆けまわったものだが、
今はその元気がない。それと気力の萎え。あれだけ夢中になっ
ていたゾウムシに情熱がわいてこない。自宅にあるたくさんの
ゾウムシ標本をどうするか。これで頭が痛いからである。次は
病院通い。内科、外科、整形外科、眼科、歯科、皮膚科などの
オンパレードだ。医者へ行けば薬が出る。これを飲む。しかも
一日３回だからすごい量だ。こんなに飲むと、逆に体が悪くな
るのではないかと思ってしまう。先生は「歩きなさい。頭を使
いなさい」と言われる。しかし、散歩は 10数年続けているし、
昆虫学会誌、昆虫同好会誌などから情報を得たりしていること
と、県や国の審査委員を引き受けているので、頭は回転してい
ると思う。今後もこのペースで行くつもりだ。それより心配な
のは酒だ。夕食時に飲む日本酒の味は格別だ。これが飲めなく
なるとさびしい。それである日医者に「酒は体に悪いでしょう
か」と尋ねた。すると先生は「飲みなさい。飲めるうちは青信
号。飲めなくなったら赤信号だから病院へ」と言われた。しかし、
その後に一言。「あなたは歳だからほどほどに」笑みを浮かべ
て言われた。それと物忘れ。これは痛切に感じる。相手の名前
や数日前の出来事が思い出せないことはしょっちゅうある。ま
た、女房からは電気の消し忘れ、道具をもとの場所に戻してな
いなどの小言を言われ続けている。このような日々を過ごして
いるうちに、私の月曜日から日曜日までのスケジュールがわか
りかけてきた。しかし、毎日が日曜日には程遠いものであった。

×　　×　　×　　×
まず、私の一日の始まりは 6時半に起きて、朝食時にNHK
の連続テレビ小説を見ること。現在２本見ているが、これが楽
しみ。しかし毎回いい場面で終わるので、次を早く見たい。そ
んな気にさせてしまう脚本家はすごいと思ってしまう。そのう
ちの一本が「舞い上がれ」。あと 10回ほどで終了するが、結
果はどうなるのか。今から楽しみである。その後は新聞や虫関
係の本に目を通したり、標本整理など。午後は庭にいる虫を観
察したりテレビやビデオをみたりし、15時頃から１時間半ほ
ど散歩する。帰宅は 17時近く。そして夕食。日本酒の熱燗で
喉を潤す。

×　　×　　×　　×
しかし、こんな日は少ない。雑件が次々と入って来るからだ。

無職の私はほとんど対応しているが、断ることもある。それは
雨の降っていない日の散歩の時間。前から続けていることと、
医者からも強く言われているからである。それに歩いていると
いろいろな昆虫に出会い、その行動に驚くことがあるからであ
る。散歩コースでよく行くのが自衛隊基地近くにある広場。こ
こで休憩しながら基地へ帰るジェット機を見るのも楽しみの一
つだ。大きな爆音とともに飛び去るジェット機。これが間近で
見られるので迫力がある。ここにはカメラを手にした人が多い。
ジェット機を撮る人たちだ。多いときは 20人以上のときもあ
る。ある日、大きなカメラを担いでいる 70歳くらいの老人に
話しかけた。「そのカメラいくらくらいですか」、「180万くら
いかな」、「写真はどうされるのですか」、「何もしない。家に置
いておくだけ」。なのにこの人は月に５回以上通っているとい
う。「なぜ、そんなに」とさらに尋ねた。その人は「ジェット
機に向かってシャッターを押す。パチパチパチパチ、パチパチ
パチパチと歯切れのいい音。これが何とも言えない快感。だか
ら何回も来ているのだ」。私は笑いたくなったが、表情が真剣
なのでその人にひと言。「すごいですね」。

×　　×　　×　　×
私の好きなスポーツは大相撲。開催中は毎日テレビの前に釘
付けだ。しかし、散歩の時間と重なるので、場所中は午前に変更。
ところがそれができない日があった。WBC（野球の世界一を
決める大会）で日本は準決勝でメキシコ、決勝戦ではアメリカ
に勝ち世界一となったときである。試合はテレビで放映された
が、時間が 8時から１３時まで。たまたま大相撲大阪場所が開
催中だったので、この二日間（３月 20、21日）は散歩は止めて、
テレビとにらめっことなった。WBCは日本が優勝。長年の悲
願がかなったのである。これには投打の二刀流の使い手大谷翔
平選手の活躍があったからだと、誰しも思うであろう。私もそ
の一人だ。特に優勝が決まったあの瞬間は忘れられない。相手
の４番バッターとの勝負だ。この打者を抑えれば優勝という場
面で、空振りの三振に抑えた。その時の大谷選手の喜ぶ姿。帽

子を投げ捨て大声をあげて走
り回っていた。その姿は私を
含め多くの人の脳裏に焼き付
いているだろう。その時、ふ
と思った。この名勝負が見ら
れたのは「毎日が日曜日だか
らだ」。
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　ぎふ木遊館では、木製大型遊具や木のおもちゃで自由に遊んで過ごしてもらっていますが、土日・祝日を中心に、季節に合っ
た遊びや木のものづくりなどの木育プログラムを提供しています。それらは、乳幼児から大人まで様々な年齢層を対象として、
年間６０種類以上にもなります。木育プログラムを通して子どもたちは五感を使って木への愛着を持ち、大人には森と人との関わ
りに気付いていただきます。今回は２月下旬に開催した２つの木育プログラムを紹介します。

おはなしおもちゃ劇場
　２か月に１度、「ぎふグッド・トイ委員会」のみなさんにお願いして、木の
おもちゃや絵本、パネルシアターなどを使って、季節や伝統行事などに関す
るお話しやパフォーマンスをしていただいています。

　この日のテーマは「冬にありがとう、春、待ってるよ」。絵本「ふゆめがっしょ
うだん」、おはなし組み木「てぶくろ」などを通して、身近な自然・動植物に
興味関心をもってもらうことをねらいとしています。途中、親子のふれあいも
演出しながら、子どもたちだけでなく保護者のみなさんにも話に聞き入っても
らいました。この日は、県産材で作ったカホン（ペルー発祥の打楽器）も登場し、
その音色に、参加者の体も自然に揺れ、木遊館の賑やかな雰囲気と相まって
素敵な空間となりました。
　
　また、印象的だったのは、１人の女の子が傍のサワグルミにずっと抱きつい
てお話を聴いていた姿です（右の写真中央）。大きな木はお母さんのような
安心感があるのでしょうか。室内に居ながら本物の樹に触れることのできる
木遊館ならではの光景でした。森の中でおはなしおもちゃ劇場をしても、きっ
とこういう姿が見られることでしょう。

君もちびっこ大工さん
　ぎふ木育協会に所属するぎふ木育指導員の青山朋子さんに実施していただ
きました。木を切る体験を通して、モノづくりの楽しさを感じてもらうこと、「作
りたい！直したい！」という気持ちにつなげ、モノを大切にするきっかけにし
てもらうことをねらいとしています。

　最初に「五感ってなに？」というお話や、材料となるスギのこと、ノコギリ
の特徴・持ち方・動かし方を伝えます。少し緊張気味だった子どもたちに対し、
保育士である青山さんは、質問を投げかけながらうまく声を引き出し、徐々
に表情を和らげていきます。
　
　ノコギリを使う場面では、最初に青山さんが実演した後、それを参考に親
子で協力して作業してもらいます。体験するのは子どもですが、保護者の方に
は傍に寄り添い、あて木をしっかりと固定し、必要最小限の声掛けをしてもら
います。これで子どもたちは安心して作業を進めることができます。

　今回、「○○づくり」のように決まった製作物はありません。自由なサイズ
で切り、自分で切った分は自由に持ち帰ってもらいました。ある子は「ストラッ
プにするのが楽しみ」と言っていましたし、大きな角材を切った子は、お家で
きれいに塗装してオリジナルのサイコロを作ってくれた様子をインスタグラム
に投稿してくれました。木遊館での体験が家庭での体験につながったことは
嬉しいことでした。

morinosHP YouTube
 「morinosチャンネル」

プログラム紹介！！

https://morinos.net

検索「morinosチャンネル」

１０：００～１６：００

毎週火・水曜日

ホームページ

YouTube

開　所　時　間

定　休　日

岐阜県立森林文化アカデミー内にある森林総合教育センター（morinos）で実施しているプログラムについてご紹介します！

＜アカデミー教員プログラム「大人の森遊び　ブッシュクラフト入門」を開催しました＞
morinosでは、森に親しむ入口となる様々なプログラムを開催しています。今回ご紹介するのは「大人の森遊び　ブッシュクラ

フト入門」です。
近年キャンプに代表されるアウトドア活動が注目されており、その中でも「ブッシュクラフト」と呼ばれる、森などで自然を感じ

ながらシンプルに楽しむ「生活の知恵」への関心も高まってきています。この講座では「大人の」と題して、森林文化アカデミーに
隣接する演習林を舞台に、ブッシュクラフトの基本的な技術であるロープワーク、ナイフワーク、火の取り扱い方、アウトドアでの
過ごし方などを実践から学びました。

定員の４倍を超える応募がある中、岐阜県内在住の20代から60代まで幅広い9名に参加いただきました。

まずはロープワークです。1人が講師から結び方を習い、それを別の2人に教えるという方法で5種類の結び方（ひと結び、ふた
結び、巻き結び、本結び、自在結び）を学びました。聞いて、見て、やってみて覚えるのが一般的ですが、今回はさらに教えること
で、自分が分かっていること、分かっていないことがはっきりして理解が深まりました。

次にペグ（杭）づくりを通じてナイフワークを学びました。刃物の取り扱い方の良い例・悪い例を、実例を交えて解説してもらっ
た後、実際に枝をノコギリで切り、ナイフで削ってペグを作りました。

昼食後は午前中に学んだロープワークとペグを使って、シートで簡易シェルターを建てました。最後は完成したシェルターの前
で、森に落ちている細い枯れ枝を集めて薪として直径20センチ程度の大きさの浅い穴を掘ってのたき火。

たき火の後、新津さんからアウトドアやサバイバル状況下で生命を確保・保持するのに必要な環境の優先順位を理解し、１日の
体験を振り返りました。

参加者からは「覚えたロープワークでシェルターを作ることが出来たのは、とても嬉しくて少し自信が付きました」「木の香り
に包まれ、生き返りました」などの感想をいただきました。

こうしたプログラムはmorinosのＨＰで開催をお知らせしています。多くの皆様のご参加をお待ちしております。興味を持ってく
ださった方は、morinosのホームページ、動画YouTubeをご覧ください。

まずは何をするかみんなでシェア
ワクワクしかありません。

えーっと、こうだっけ？
いや、こうじゃない？と学び合い

ペグづくりを通じたナイフワーク

最小限の道具でタープが完成
風や日射から身を守ります

穴を掘ることで、熱を蓄え、
風の影響を受けにくくします

命を守るために大切な優先順位も学びます
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＜アカデミー教員プログラム「大人の森遊び　ブッシュクラフト入門」を開催しました＞
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フト入門」です。
近年キャンプに代表されるアウトドア活動が注目されており、その中でも「ブッシュクラフト」と呼ばれる、森などで自然を感じ

ながらシンプルに楽しむ「生活の知恵」への関心も高まってきています。この講座では「大人の」と題して、森林文化アカデミーに
隣接する演習林を舞台に、ブッシュクラフトの基本的な技術であるロープワーク、ナイフワーク、火の取り扱い方、アウトドアでの
過ごし方などを実践から学びました。
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まずはロープワークです。1人が講師から結び方を習い、それを別の2人に教えるという方法で5種類の結び方（ひと結び、ふた
結び、巻き結び、本結び、自在結び）を学びました。聞いて、見て、やってみて覚えるのが一般的ですが、今回はさらに教えること
で、自分が分かっていること、分かっていないことがはっきりして理解が深まりました。

次にペグ（杭）づくりを通じてナイフワークを学びました。刃物の取り扱い方の良い例・悪い例を、実例を交えて解説してもらっ
た後、実際に枝をノコギリで切り、ナイフで削ってペグを作りました。

昼食後は午前中に学んだロープワークとペグを使って、シートで簡易シェルターを建てました。最後は完成したシェルターの前
で、森に落ちている細い枯れ枝を集めて薪として直径20センチ程度の大きさの浅い穴を掘ってのたき火。

たき火の後、新津さんからアウトドアやサバイバル状況下で生命を確保・保持するのに必要な環境の優先順位を理解し、１日の
体験を振り返りました。

参加者からは「覚えたロープワークでシェルターを作ることが出来たのは、とても嬉しくて少し自信が付きました」「木の香り
に包まれ、生き返りました」などの感想をいただきました。

こうしたプログラムはmorinosのＨＰで開催をお知らせしています。多くの皆様のご参加をお待ちしております。興味を持ってく
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命を守るために大切な優先順位も学びます
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内装木質化

加茂郡坂祝町取組字大林３５－４

木の香る
ぎふの施設

122

施設の経緯
　これまで「坂祝町コミュニティセンター」を中心に子育て支

援の事業を行ってきましたが、施設が手狭であったこと、建

設から３０年以上が経過していたことから、新しく子育て支

援の専門施設として建設しました。

　施設は県産材を活用して内装木質化を行い、木のぬくもり

や香りを感じながら子どもたちの成長を見守ることができる

施設となりました。

　建物内全ての床、壁を県産材のスギを用いて木質化して

おり、ゆっくり、のんびり、ほっとする家庭的な空間となり

ました。

坂祝町子育て支援拠点施設（バンビーニ）

施設概要

事業主体 坂祝町

事業年度 令和４年度

構造
延床面積

鉄骨造　平屋建
１，０５５．８３㎡

施設用途 子育て支援拠点施設

助 成 額 ７，７１０千円（木の香る快適な公共施設等整備事業）

木材使用量
使用樹種

１３．０㎥
スギ

(株)ダイナ建築設計

４３４，９１１千円全体事業費

設 計 者

(株)栗山組

令和３年６月１５日～令和４年９月１５日

施工業者

工　　期

■問い合わせ先
　坂祝町教育委員会　こども課
　ＴＥＬ ０５７４－６６－２４１０

ここに注目！！

　木に包まれた空間は保護者の方々に好評で、子どもたち

も元気にのびのびと活動しています。　　　

利用者の様子

廊 下

施 設 全 景

多目的ホール

　 保護者控室（カウンター収納）
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活かす知恵

と を森林 人
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●詳しい内容を知りたい方は　TEL（0575）35ｰ2525  県立森林文化アカデミー まで
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の
侵
入
経
路
に

な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
例
は
他
に
も
あ
り

ま
す
。
タ
イ
ワ
ン
タ
ケ
ク
マ
バ
チ
と
い
う
ハ
チ
は
名
前

の
通
り
台
湾
か
ら
中
国
大
陸
に
分
布
し
て
い
る
の
で

す
が
、
や
は
り
近
年
国
内
各
地
で
定
着
し
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
共
生
す
る
ダ
ニ
の
種
類
や
D
Ｎ
Ａ
解
析

結
果
か
ら
、
国
内
に
入
っ
て
き
た
の
は
中
国
の
系
統

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
直
径
２
～
３
㎝
の
竹
に

穴
を
あ
け
て
そ
の
中
に
営
巣
す
る
こ
と
か
ら
、
中
国

か
ら
輸
入
さ
れ
る
竹
箒
の
柄
や
竹
材
に
入
っ
て
運
ば

れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
や
ツ
ヤ
ハ
ダ
ゴ
マ

ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
、
マ
ツ
ヘ
リ
カ
メ
ム
シ
な
ど
の
外
来

昆
虫
も
近
年
各
地
で
見
つ
か
っ
て
お
り
、
農
林
業
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
も
意
図
的

に
持
ち
込
ま
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
た
め
、
何

ら
か
の
輸
入
資
材
に
つ
い
て
入
っ
て
き
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

　

生
物
は
他
の
種
や
そ
の
場
所
の
環
境
に
様
々
に
影

響
し
あ
っ
て
い
る
た
め
、
外
来
種
の
侵
入
が
今
後
ど

う
影
響
し
て
く
る
の
か
は
未
知
数
で
す
。
か
つ
て
は

地
域
の
自
然
資
源
か
ら
竹
製
品
を
は
じ
め
と
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
日
用
品
が
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
な
ん
で

も
簡
単
に
手
に
入
る
便
利
な
時
代
に
な
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
と
引
き
換
え
に
自
然
資
源
の
利
用
の
文
化

も
失
わ
れ
、
さ
ら
に
ハ
ラ
ビ
ロ
の
よ
う
に
在
来
種
が

ひ
っ
そ
り
と
消
え
つ
つ
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
非

意
図
的
な
外
来
種
の
持
ち
込
み
を
阻
止
す
る
対
策

は
重
要
で
す
が
、
私
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
身
近
な
自
然

に
関
心
を
持
ち
、
か
つ
て
共
に
過
ご
し
た
生
き
も
の

に
変
化
は
起
き
て
い
な
い
か
、
気
づ
く
こ
と
も
大
切

な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

学
生
と
話
を
し
て
い
て
、
小
津
安
二
郎
監
督
の

「
父
あ
り
き
」
と
い
う
映
画
を
見
に
行
っ
た
こ
と
を

ふ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
物
語
の
中
で
成
長
し

た
息
子
が
信
州
で
離
れ
て
暮
ら
す
父
の
も
と
に
行

き
、
並
ん
で
渓
流
釣
り
を
す
る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
し

た
。
川
辺
に
並
ん
で
立
つ
二
人
の
竿
の
上
げ
下
ろ
し

が
同
調
し
、
お
互
い
へ
の
想
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
印

象
的
な
場
面
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
父
と
釣
り
を
し
た
記
憶
は
な
い
の
で
す
が
、

田
舎
に
帰
っ
た
際
に
祖
父
に
連
れ
ら
れ
て
近
所
の
た

め
池
に
釣
り
に
よ
く
行
き
ま
し
た
。
家
の
裏
で
伐
っ

た
布
袋
竹
を
竿
に
し
、
そ
れ
に
簡
単
な
仕
掛
け
を
つ

け
、
ミ
ミ
ズ
を
掘
っ
て
餌
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、

夕
方
の
ま
ず
め
時
に
な
る
と
ギ
ン
ブ
ナ
や
タ
モ
ロ
コ

な
ど
が
面
白
い
よ
う
に
釣
れ
ま
し
た
。
夏
に
は
ヒ
シ

の
浮
葉
が
水
面
を
覆
い
尽
く
す
た
め
、
釣
り
が
で
き

る
の
は
春
か
ら
Ｇ
Ｗ
頃
ま
で
で
し
た
。
ヒ
バ
リ
の
声

を
聴
き
な
が
ら
陽
の
あ
た
る
池
畔
に
座
り
、
祖
父
と

糸
を
垂
ら
し
て
い
た
情
景
は
今
で
も
記
憶
に
残
っ
て

い
ま
す
。

　

時
を
経
て
大
人
に
な
っ
て
か
ら
ふ
と
池
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
護
岸
は
改
修
さ
れ
、
誰
か
が
持
ち
込
ん
だ

で
あ
ろ
う
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
が
群
れ
、
ヒ
シ
な
ど
の
水

草
も
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
必
要
が
あ
っ

て
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
で
し
ょ
う

し
、
ず
っ
と
気
に
し
て
い
た
か
ら
と
い
っ
て
ど
う
な

る
も
の
で
も
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
失
わ
れ
た
も
の
へ
の
思
い
が
澱
の
よ
う
に
心
の

中
に
漂
っ
て
い
ま
す
。

　

身
近
な
自
然
は
人
知
れ
ず
、
け
れ
ど
も
想
像
以
上

の
ス
ピ
ー
ド
で
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
開
発
な
ど
で
失

わ
れ
る
も
の
も
多
く
、
そ
れ
は
目
に
見
え
る
形
で
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
前
述
し
た
ブ

ラ
ッ
ク
バ
ス
の
よ
う
な
外
来
種
の
侵
入
な
ど
も
わ
か

り
や
す
い
例
の
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

外
来
種
は
そ
こ
の
環
境
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
が
、
私
も
含
め
多
く
の
人
は
普
段
そ

の
こ
と
を
気
に
も
留
め
ず
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
私
た
ち
の
日
常
が
外
来
種
の
定
着
に
つ
な
が
り
、

知
ら
な
い
う
ち
に
在
来
種
へ
の
脅
威
と
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
カ
マ
キ
リ
の
一
種
ハ
ラ

ビ
ロ
カ
マ
キ
リ
（
以
下
ハ
ラ
ビ
ロ
）
は
そ
う
い
う
状

況
に
直
面
し
て
い
る
種
の
ひ
と
つ
で
す
。
ハ
ラ
ビ
ロ

は
身
近
な
環
境
で
見
か
け
る
こ
と
も
多
く
、
子
供
の

頃
に
捕
ま
え
た
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が

最
近
、
よ
く
似
た
別
種
の
カ
マ
キ
リ
を
見
か
け
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
一
見
普
通
の
ハ
ラ
ビ
ロ
か

と
見
過
ご
し
が
ち
で
す
が
、
よ
く
見
る
と
一
回
り
大

き
く
、
前
脚
の
形
態
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
わ
か
り

や
す
い
違
い
は
胸
部
の
裏
側
の
色
で
、
手
に
と
っ
て

ひ
っ
く
り
返
し
て
み
る
と
赤
み
を
帯
び
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
見
つ
か
り
始
め
た
当
初
は
正
体
不
明
の

カ
マ
キ
リ
と
し
て
研
究
者
間
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
今
で
は
中
国
大
陸
か
ら
の
外
来
種
で
あ
る
こ
と

が
判
明
し
て
お
り
、
前
述
し
た
胸
の
色
か
ら
ム
ネ
ア

カ
ハ
ラ
ビ
ロ
カ
マ
キ
リ
（
以
下
ム
ネ
ア
カ
）
と
い
う

和
名
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ム
ネ
ア
カ
、
国
内

で
は
２
０
１
０
年
に
福
井
県
で
生
息
が
初
め
て
報
告

さ
れ
、
そ
の
後
、
各
地
で
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
（
そ

の
後
実
施
さ
れ
た
多
摩
森
林
科
学
園
で
の
標
本
と

写
真
記
録
の
調
査
に
よ
る
と
、
２
０
０
０
年
に
東
京

都
に
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
）
。
侵
入
経
路
を
調
べ

た
研
究
で
は
、
中
国
製
の
竹
箒
に
使
わ
れ
る
竹
の
枝

に
卵
が
産
み
付
け
ら
れ
て
日
本
に
入
り
、
そ
の
流
通

経
路
か
ら
各
地
に
広
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘

ハラビロカマキリ（左）とムネアカハラビロカマキリ（右）の胸部の色の違い
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【森林活用推進課】　●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-1111 内線（4344） 森林活用推進課森林活用係まで

『森林・環境税』で“緑豊かな清流の国ぎふづくり” 
シリーズ

1
　県では、「清流の国ぎふ森林・環境税」を活用し、県民みんなで豊かな自然環境を守る様々な
取組みを行っています。こうした取組みの内容について連載で紹介します。

清流の国ぎふ地域活動促進事業
～住民主体の創意工夫を凝らした森づくり・川づくり～

　平成２４年度から令和４年度までの１１年間で延べ502件の事業が実施されました。
　令和５年度は、５５の団体がそれぞれ特色ある事業を実施します。　　

といろ
（小川で遊ぼう！IN山県）

（一社）いび森のようちえんこだぬき
（子どもたちが遊び続ける森づくり）

●令和4年度実施事業

団体名 事業名
NPO 法人 ぎふし森守くらぶ ながら川ふれあいの森・森林整備活動事業

昭和造園土木株式会社 森であそび、森でまなぶ ～子どもも大人
もみんないっしょに～

三輪の里山を守る会 恵みの森づくり推進事業
ＮＰＯ法人　長良川自然学校 長良川　川の学校事業
ＮＰＯ法人 e-plus 生涯学習
研究所

ぎふの川を学ぶ　～SDGsの視点で学ぶ
環境のつながりパート2

ＮＰＯ法人　竹林救援隊 竹林の間伐と放置竹林を無くすための啓
発活動

飛騨五木株式会社 川上と川下を繋ぐ焚火イベントの開催と工
作を通した木育活動の促進

長竹会 放置竹林の間伐活用と啓発活動
といろ 「お山と小川で遊ぼう！IN　山県」
ぎなんプレーパークの会 森を感じよう　～ぎなんプレーパーク～
笠松の自然と共生を考える会 笠松町における生物多様性保全事業
木の駅上石津実行委員会 森林資源の活用

金生山自然文化苑保存会 岩巣公園自然保護活動（「金生山岩巣公園
自然と生物」冊子再版）

（一社）ぎふ地球環境塾 ぎふ地球環境塾

木曽三川子ども狂言クラブ 木曽三川の治水史跡と清流魚の保全狂言
プロジェクト

NPO 法人　山菜の里いび 信長の薬草園再生プロジェクト
「北方憩いの森」整備・活用
実行委員会 「北方憩いの森」推進事業

NPO 法人　揖斐自然環境レ
ンジャー

徳山ダム上流に実のなる木を植えよう大
作戦

（一社）いび森のようちえん
こだぬき 子どもたちが遊び続ける森づくり

揖斐たけとり会 日本三大美竹林整備活用事業
小津区自治会 小津地域を主体とした森づくり事業
大谷桜公園・里山づくりの会 大谷桜公園　里山づくり推進事業
里山クラフトサークル おとなと子どもの里山クラフト体験
関市広見交遊会 関広見ＩＣふれあい遊歩道整備事業
エゴノキプロジェクト実行委
員会 エゴノキプロジェクト

郡上漁業協同組合 第１３回長良川源流の森育成事業
明宝ジビエ研究会 明宝の森とエコサイクル推進事業

（一社）DRC 協会 水中ドローンで見直す清流の水環境

金谷里山整備支隊 ボランティアの力で荒廃地竹林伐採し里
山再生するぞ！

大洞里山整備隊 森の学校実施事業

（一社）こどもの庭 森のようちえんにおける里山整備および
環境教育、子育てサロン事業

（一社）加茂野町まちづくり
協議会 カナクズ山（通称稲辺山）登山道整備事業

団体名 事業名
三和まちづくり協議会 みわまちづくりプロジェクト

川合まちづくりの会 子どもたちに引き継ぐ川づくり推進
事業

木曽川左岸遊歩道友の会 木曽川左岸遊歩道等周辺整備事業
半布里の郷 富加町の自然を守る里山整備活動

可茂森林組合 R５可茂南部100年の森林づくりプ
ロジェクト【エコ薪】でCO2削減せよ！

ＮＰＯ法人　美濃白川どんぐ
り会

落葉樹林　植林・育成、河川環境保
全事業

中山道新作狂言プロジェクト 中山道新作狂言プロジェクト

小里川ダム里山教室 ２０２３秋の小里川ダム湖周ウォー
キング

加子母むらづくり協議会 学びの森　木の匠育成事業
いのちもり 森と暮らしの学校事業
ひるかわ里山活性化委員会 里山活性化事業
付知町優良材生産研究会 未来を担う中学生への森林環境教育

NPO法人　奥矢作森林塾 松本地区における森づくりと担い手
づくり活動

土岐川庄内川源流の森委員会 源流の森と里山里地の整備と担い
手育成事業

中切区里山環境整備活動組織 中切区里山整備事業
NPO法人　活エネルギーア
カデミー 山の恵みと共存するプロジェクト

二本木生産森林組合 飛騨高山「彦谷の里」里山活用と広
葉樹林育成事業

NPO法人　飛騨高山わらべ
うたの会 森林環境教育推進事業

ひだの未来の森づくりネット
ワーク 森林に関わる地域情報発信活動

森の自然学校 清流の森づくり　2023
森守クラブ合同会社まつぼっ
くり

里山の資源を活用した里山づくり推
進事業

高山南の森保全の会 高山南エリア里山林整備事業
飛騨漆の森プロジェクト 飛騨漆の森づくり推進事業

伐採及び伐採後の造林の届出制度のお知らせ

伐採旗設置制度のお知らせ

　森林を伐採・開発しようとするときは、森林法第10条の8の規定により、事前に「伐採及び伐採後の造林の届出書（以下伐採届）」、
伐採及び伐採後の造林を行った場合には事後に「伐採に係る森林の状況報告」、「伐採後の造林に係る森林の状況報告」の提出が必
要です。
　森林法施行規則の改正により、令和５年４月１日から伐採届への書類の添付が義務化されました。必要な書類を全て揃えたうえで、
各市町村の窓口に提出してください。
　※間伐する場合には「伐採に係る森林の状況報告」及び「伐採後の造林に係る森林の状況報告」の提出は不要です。
　※伐採後に森林以外に転用する場合には「伐採後の造林に係る森林の状況報告」の提出は不要です。

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-8471 林政課森林計画係まで

旗の設置対象
設置する旗
旗の交付者
設 置 期 間

１ha以上の皆伐
伐採届出旗

市町村
伐採開始日～造林完了まで

全ての皆伐
伐採許可旗

県（農林事務所）
伐採開始日～伐採終了まで

種　　類 普　通　林 保　安　林

伐採届出旗 伐採許可旗

Q．届出・報告の対象となる森林は？
　対象となる森林は、地域森林計画の対象となっている民有林です。
　地域森林計画対象森林は岐阜県HP「ぎふ ふぉれナビ」（https://www.pref.gifu.lg.jp/page/2264.html）で確認することができます。
　なお、保安林の伐採や林地開発を行う場合は、手続きが異なりますのでご注意ください。
Q．誰が提出するの？
　①伐採届
　　・「伐採届」は、森林所有者もしくは伐採をする（権原を有する）者が提出します。伐採をする（権原を有する）者と造林をする（権原

を有する）者が異なる場合は連名で提出します。
　　添付計画書
　　　・「伐採計画書」は、伐採をする（権原を有する）者が提出します。
　　　・「造林計画書」は、造林をする（権原を有する）者が提出します。
　②状況報告書
　　・「伐採に係る状況報告書」は、伐採をする（権原を有する）者が提出します。
　　・「伐採後の造林に係る森林の状況報告書」は造林をする（権原を有する）者が提出します。
Q．いつ、どこへ提出するの？
・伐採届は、伐採を開始する日の９０日から３０日前までに。
・状況報告書は、伐採が完了した日から３０日以内、造林（天然更新）が完了した日から３０日以内に。
　①伐採及び伐採後の造林の届出：伐採を始める90日から30日前まで
　②伐採に係る森林の状況報告：伐採を完了した日から30日以内
　③伐採後の造林に係る森林の状況報告：造林を完了した日から30日以内
　※対象森林の所在する市町村に提出します。
Q．添付書類は？
　伐採届には伐採箇所を示した位置図等の添付をお願いします。
　①森林の位置図・区域図：届出対象の森林の位置および伐採区域がわかる図面
　②届出者の確認書類：個人は氏名・住所のわかる書類の写し、法人は法人番号が記載された書類
　③他法令の許認可関係書類：他行政庁の許認可が必要な場合、申請状況がわかる書類（該当する場合のみ）
　④土地の登記事項証明書等：土地の登記事項証明書や固定資産税納税通知書の写しなど
　⑤伐採の権原関係書類：伐採する権原を有することがわかる書類（届出者が土地所有者でない場合）
　⑥隣接森林との境界関係書類：隣接森林所有者との確認状況がわかる書類
　　※以下のいずれかに該当する場合には、添付を省略することができます。
　　　・単木的な伐採など境界に隣接しない場合
　　　・境界杭などにより境界が明らかな場合
　　　・契約書の提出等により届出伐採前に境界確認を実施することを明らかにした場合
　⑦市町村長が必要と認める書類：市町村が実情に応じて条例などに定める書類
　書類の添付は義務となりますので、該当する場合には、必ず添付をお願いします。詳しい内容については、林野庁のホームページを
ご覧ください。

皆伐（普通林は 1ha 以上）を行う場合は、伐採旗を設置してください。
Q．制度の目的は？

合法伐採を行う目印として伐採旗を設置し、合法伐採箇所の判別を容易にするこ
とで、違法伐採の防止を図るとともに環境に配慮した伐採を進めます。
Q．制度の概要は？
　下記の伐採を行う現場に伐採者が伐採旗を設置します。
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伐採及び伐採後の造林の届出制度のお知らせ

伐採旗設置制度のお知らせ

　森林を伐採・開発しようとするときは、森林法第10条の8の規定により、事前に「伐採及び伐採後の造林の届出書（以下伐採届）」、
伐採及び伐採後の造林を行った場合には事後に「伐採に係る森林の状況報告」、「伐採後の造林に係る森林の状況報告」の提出が必
要です。
　森林法施行規則の改正により、令和５年４月１日から伐採届への書類の添付が義務化されました。必要な書類を全て揃えたうえで、
各市町村の窓口に提出してください。
　※間伐する場合には「伐採に係る森林の状況報告」及び「伐採後の造林に係る森林の状況報告」の提出は不要です。
　※伐採後に森林以外に転用する場合には「伐採後の造林に係る森林の状況報告」の提出は不要です。

●詳しい内容を知りたい方は ＴＥＬ ０５８-２７２-8471 林政課森林計画係まで

旗の設置対象
設置する旗
旗の交付者
設 置 期 間

１ha以上の皆伐
伐採届出旗

市町村
伐採開始日～造林完了まで

全ての皆伐
伐採許可旗

県（農林事務所）
伐採開始日～伐採終了まで

種　　類 普　通　林 保　安　林

伐採届出旗 伐採許可旗

Q．届出・報告の対象となる森林は？
　対象となる森林は、地域森林計画の対象となっている民有林です。
　地域森林計画対象森林は岐阜県HP「ぎふ ふぉれナビ」（https://www.pref.gifu.lg.jp/page/2264.html）で確認することができます。
　なお、保安林の伐採や林地開発を行う場合は、手続きが異なりますのでご注意ください。
Q．誰が提出するの？
　①伐採届
　　・「伐採届」は、森林所有者もしくは伐採をする（権原を有する）者が提出します。伐採をする（権原を有する）者と造林をする（権原

を有する）者が異なる場合は連名で提出します。
　　添付計画書
　　　・「伐採計画書」は、伐採をする（権原を有する）者が提出します。
　　　・「造林計画書」は、造林をする（権原を有する）者が提出します。
　②状況報告書
　　・「伐採に係る状況報告書」は、伐採をする（権原を有する）者が提出します。
　　・「伐採後の造林に係る森林の状況報告書」は造林をする（権原を有する）者が提出します。
Q．いつ、どこへ提出するの？
・伐採届は、伐採を開始する日の９０日から３０日前までに。
・状況報告書は、伐採が完了した日から３０日以内、造林（天然更新）が完了した日から３０日以内に。
　①伐採及び伐採後の造林の届出：伐採を始める90日から30日前まで
　②伐採に係る森林の状況報告：伐採を完了した日から30日以内
　③伐採後の造林に係る森林の状況報告：造林を完了した日から30日以内
　※対象森林の所在する市町村に提出します。
Q．添付書類は？
　伐採届には伐採箇所を示した位置図等の添付をお願いします。
　①森林の位置図・区域図：届出対象の森林の位置および伐採区域がわかる図面
　②届出者の確認書類：個人は氏名・住所のわかる書類の写し、法人は法人番号が記載された書類
　③他法令の許認可関係書類：他行政庁の許認可が必要な場合、申請状況がわかる書類（該当する場合のみ）
　④土地の登記事項証明書等：土地の登記事項証明書や固定資産税納税通知書の写しなど
　⑤伐採の権原関係書類：伐採する権原を有することがわかる書類（届出者が土地所有者でない場合）
　⑥隣接森林との境界関係書類：隣接森林所有者との確認状況がわかる書類
　　※以下のいずれかに該当する場合には、添付を省略することができます。
　　　・単木的な伐採など境界に隣接しない場合
　　　・境界杭などにより境界が明らかな場合
　　　・契約書の提出等により届出伐採前に境界確認を実施することを明らかにした場合
　⑦市町村長が必要と認める書類：市町村が実情に応じて条例などに定める書類
　書類の添付は義務となりますので、該当する場合には、必ず添付をお願いします。詳しい内容については、林野庁のホームページを
ご覧ください。

皆伐（普通林は 1ha 以上）を行う場合は、伐採旗を設置してください。
Q．制度の目的は？

合法伐採を行う目印として伐採旗を設置し、合法伐採箇所の判別を容易にするこ
とで、違法伐採の防止を図るとともに環境に配慮した伐採を進めます。
Q．制度の概要は？
　下記の伐採を行う現場に伐採者が伐採旗を設置します。
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　春から初夏にかけては野鳥の子育てシーズンです。勝手に野鳥を飼うことは法律で禁止されています。でも、もし、
人間が野鳥のヒナを拾って育てるとどうなるでしょうか。
　人間は、ヒナにエサの取り方や、天敵からの身の守り方などを教えることはできません。人間に育てられたヒナは
自然の中で生きる方法を知らずに育つため、二度と自然に戻れない鳥になってしまいます。
　また、安易に野鳥を餌付けすると、人慣れして人間の食べ物を狙う、餌場に密集することで感染症の拡大を招く、
渡りの時期が狂う、増えすぎて生態系に影響を与えるなどが心配されます。安易な餌付けはしないでください。

●詳しい内容を知りたい方は TEL 058-272-8231　環境生活政策課　生物多様性係まで

野鳥のヒナを拾わないで！

ツバメの巣が落ちてしまった！
　カップ麺の容器やザルに、ちぎった新聞紙などの代用巣材を敷いて、その中にヒナを
入れ、元の巣の位置から近い場所にひもやガムテープで固定しておく方法があります。

さざれ石公園を知っていますか　 山林協会通信⑫

　平成27年10月に揖斐郡揖斐川町谷汲地内で開催された第39回全国育樹祭の会場跡地（現：揖斐すめらぎの

森）に、育樹の碑（左の写真）があります。この碑の左下にある小さな石が固まったような大きな石が「さざれ石」

です。「さざれ石」は、岐阜県指定の天然記念物で、『日本の七高山、伊吹山のふもとにあり、学名を石灰質角礫岩

と言います。これは石灰石が長い年月の間に雨水で溶解され、そのとき生じた粘着力の強い乳状液（鍾乳石と同

質）が次第に小石を凝固して、だんだん巨石となり、河川の浸食作用により地表に露出し、苔むしたものです。平

安時代に親王の使いとしてきた藤原朝臣石位左衛門（ふじわらあそんいしいざえもん）が、古屋笹又という谷間

で、渓流に露出する「さざれ石」を見て「これは珍しい石、目出度い石である」と見たまま、感じたまま、詠んで奉っ

た歌が国歌のもととなった「わが君は千代に八千代にさざれ石の巌となりて苔のむすまで」』（揖斐川町ＨＰより）

だそうです。揖斐川町春日にある「さざれ石公園」に行くと写真のような大きなさざれ石を見ることができます。平

安時代の歌の元となった石ではないと思いますが、一度訪れてみてはいかがですか。

【山林協会　瀬上】
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と言います。これは石灰石が長い年月の間に雨水で溶解され、そのとき生じた粘着力の強い乳状液（鍾乳石と同

質）が次第に小石を凝固して、だんだん巨石となり、河川の浸食作用により地表に露出し、苔むしたものです。平
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令和４年度　岐阜県治山林道技術成果発表会

【優秀賞】
課　題 発 表 者

現場遠隔確認システムの活用について 西濃農林事務所　　白川 拓巳
（研究グループ：西濃、揖斐、中濃、郡上、可茂）

現場確認に伴う移動時間縮減や経験の浅い職員による現場指示の課題解決のため、現場遠隔確認システム活用の有効性を検
討し報告した。

【優秀賞】
課　題 発 表 者

岐阜市鶯谷地区の災害対応について
岐阜農林事務所　　小山 凌平

　森林保全課　　畑中 慎
（研究グループ：県庁、岐阜）

令和４年８月の豪雨で発生した山腹崩壊の復旧において、応急対応や県の防災体制の構築、関係機関との調整事例を紹介した。

【最優秀賞】
課　題 発 表 者

治山施設の復旧工法 下呂農林事務所　　藤井 雅之
（研究グループ：東濃、恵那、下呂、飛騨）

治山施設機能の長期保持を図るため、施設の損傷の中で大きな割合を占める「洗掘」に着目し、治山担当者間での知見共有
を目的に過去事例を紹介した。

【最優秀賞】
課　題 発 表 者

路体安定処理工に対する一考察 下呂農林事務所　　榎田 俊治
林道開設工事における残土処分量を軽減するため、低品質の建設発生土を現場内流用対策として実施した路体安定処理工を
紹介した。

【優秀賞】
課　題 発 表 者

林業専用道の新規計画に向けた取組みについて 郡上農林事務所　　脇谷 すみれ
大型製材工場の稼働による木材需要の高まりから林業専用道を主体とした事業採択に向けて、県と市及び林業事業体で構成
する路網整備推進会議での取り組みを紹介した。

治山発表課題

林道発表課題

　令和５年２月１７日、関市わかくさ・プラザ多目的ホールにおいて、令和４年度岐阜県治山林道技術成果発表会を開催し
ました。本発表会は、３年ぶりに治山林道研究会員及び治山林道業務に携わる者が参集しての開催となり、参加者１１５名
が、熱心に各発表及び話題提供者による講演を聴講しました。
　発表会は、令和２年度の動画配信によるリモート開催より、優秀発表を治山、林道それぞれの部門毎に、参加者の皆さん
が投票して決める方式に変わり、また今回から質問時間を長くとり、より聴講者参加型の発表会になりました。発表は、治
山部門が３題、林道部門が２題あり、内容は、現在、治山林道が抱える課題の解決や森林土木の技術向上に繋がるもので、
投票用紙のアドバイスや感想欄には、それぞれの発表に対して、多くのコメントが記載されており、各発表への関心の高さが
伺えました。

発表の状況 治山、林道発表者
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地域の人

常に学びを続け、
   　　　　 自分の世界を広げよう！

鈴木　康範さん

鈴木さん

（株）岐阜緑地
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林　杏実菜（はやし　あみな）さん

側島　優希（）さん

すず      き やす    のり

岐阜県伐木安全技術評価会2020　中堅技術者の部：優勝
岐阜県伐木安全技術評価会2022　プロフェッショナルクラス：優勝
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Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
7
5
ー
3
3
ー
2
5
8
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

森
林
研
究
所
ま
で

花
の
形
の
意
味
を
考
え
る

図.2　分解したツリフネソウの花
　　　3つの花びらと3つのがく、
　　　おしべ、めしべで構成

こ
こ
で
は
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
を
例
と
し
て
送
粉

者
と
の
関
係
か
ら
花
の
形
を
考
え
て
み
ま
し

た
。
実
際
の
野
外
で
は
ト
ラ
マ
ル
以
外
に
も
、

他
の
ハ
ナ
バ
チ
や
ミ
ツ
バ
チ
、
ガ
の
仲
間
、
鳥

類
な
ど
が
様
々
な
花
の
送
粉
者
を
担
っ
て
い

ま
す
。
送
粉
者
の
形
が
様
々
あ
る
の
で
、
そ

れ
に
応
じ
て
花
の
形
も
多
様
で
あ
る
の
で
す
。

お
わ
り
に

　

植
物
と
動
物
の
関
係
は
、
こ
こ
で
紹
介
し

た
送
粉
の
他
に
も
、
種
子
散
布
な
ど
で
密
接

に
関
係
し
て
い
ま
す
。
最
近
の
岐
阜
県
の
森

林
づ
く
り
基
本
計
画
で
は
、
針
広
混
交
林
へ

の
誘
導
が
施
策
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

広
葉
樹
が
生
態
系
の
中
で
ど
の
よ
う
な
生
育

を
し
て
い
る
の
か
を
把
握
し
て
い
く
こ
と

は
、
今
後
の
広
葉
樹
の
更
新
を
図
る
上
で
重

要
な
知
見
と
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
花
と
い
う
と
ど
の
よ
う
な

形
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
タ
ン
ポ
ポ
の

よ
う
に
お
皿
に
似
た
形
の
花
、
ツ
バ
キ
の

よ
う
に
お
椀
に
似
た
形
の
花
、
ツ
リ
ガ
ネ

ソ
ウ
の
よ
う
な
鐘
に
似
た
形
の
花
な
ど
、

花
と
い
っ
て
も
様
々
な
形
を
し
て
い
ま

す
。

植
物
に
と
っ
て
花
と
は

　

植
物
に
と
っ
て
花
と
は
繁
殖
器
官
、
つ

ま
り
、
子
孫
を
残
す
た
め
の
非
常
に
重
要

な
器
官
で
す
。
基
本
的
な
構
造
は
外
側
か

ら
、
が
く
、
花
び
ら
、
お
し
べ
、
め
し
べ

と
並
ん
で
い
ま
す
。
お
し
べ
の
先
に
花
粉

が
あ
り
、
そ
れ
が
め
し
べ
の
先
の
柱
頭
に

付
着
し
て
受
粉
し
ま
す
。
植
物
は
自
分

で
動
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
花
粉
を

風
や
動
物
（
虫
や
鳥
）
を
利
用
し
て
運
ん

で
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特
に
、
動

物
に
運
ん
で
も
ら
う
場
合
、
動
物
が
訪
れ

る
よ
う
な
魅
力
（
蜜
や
匂
い
）
と
訪
れ
た

動
物
に
花
粉
を
つ
け
る
仕
組
み
が
必
要
で

す
。

花
の
形
と
送
粉
者
の
関
係

　

花
の
持
つ
魅
力
の
１
つ
で
あ
る
蜜
は
、
花

に
訪
れ
る
者
に
と
っ
て
の
ご
馳
走
で
あ
り
、

花
粉
を
運
ん
で
く
れ
る
者
（
送
粉
者
）
の
た

め
に
用
意
し
た
も
の
で
す
。
蜜
を
つ
く
る
の

は
た
だ
で
は
な
い
の
で
、
花
は
送
粉
者
の
み

が
蜜
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
す
。
ま

た
、
送
粉
者
も
花
か
ら
蜜
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
体
の
つ
く
り
を
備
え
て
い
ま

す
。

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
を
例
に
考
え
る

　

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
は
や
や
明
る
い
湿
っ
た
林

縁
に
生
え
る
草
本
で
、
花
は
筒
状
で
紅
紫
色

を
し
て
い
ま
す
（
図
.1
）。
分
解
す
る
と
、

図
.2
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
筒

状
に
な
っ
た
が
く
の
奥
は
細
く
巻
き
、
奥
に

蜜
を
貯
め
て
い
ま
す
。
訪
れ
た
昆
虫
が
蜜

を
得
る
に
は
、
筒
に
潜
り
込
み
、
奥
ま
で
届

く
長
い
ス
ト
ロ
ー
状
の
口
を
伸
ば
す
必
要
が

あ
り
ま
す
。
過
去
の
研
究
か
ら
、
ツ
リ
フ
ネ

ソ
ウ
の
送
粉
者
は
ト
ラ
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
（
以

下
、
ト
ラ
マ
ル
）
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

実
際
、
野
外
で
観
察
す
る
と
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ

を
訪
れ
る
昆
虫
の
多
く
は
ト
ラ
マ
ル
で
し
た

（
図
.3
）。
ト
ラ
マ
ル
は
、
前
面
に
垂
れ
下

が
っ
た
２
枚
の
花
び
ら
に
着
地
し
、
筒
に
潜

り
、
中
で
ス
ト
ロ
ー
状
の
口
を
伸
ば
し
て
蜜

を
吸
っ
て
い
ま
し
た
。
訪
花
し
た
ト
ラ
マ
ル

は
、
お
し
べ
、
め
し
べ
と
接
触
し
、
オ
レ
ン

ジ
色
の
毛
で
覆
わ
れ
た
胸
の
背
面
は
花
粉
で

白
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
は
そ
の
花
の
形
に
よ
り
、
花

に
訪
れ
、
蜜
を
獲
得
で
き
る
昆
虫
と
そ
の
昆

虫
の
行
動
を
制
限
し
、
繁
殖
し
て
い
ま
し
た
。

図.1　ツリフネソウの花

図.3　ツリフネソウに訪花する
　　　トラマルハナバチ
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地域の人

常に学びを続け、
   　　　　 自分の世界を広げよう！

鈴木　康範さん

鈴木さん

（株）岐阜緑地

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は
森
の
ジ
ョ
ブ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぎ
ふ

　の「
森
の
し
ご
と
ス
ト
ー
リ
ー
」を
併
せ
て
チ
ェッ
ク
！

●
本
記
事
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
８
―
２
１
４
―
７
４
０
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　岐
阜
農
林
事
務
所
林
業
課
ま
で

林　杏実菜（はやし　あみな）さん

側島　優希（）さん

すず      き やす    のり

岐阜県伐木安全技術評価会2020　中堅技術者の部：優勝
岐阜県伐木安全技術評価会2022　プロフェッショナルクラス：優勝

　

Ｊ
Ｌ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
リ
ベ
ン
ジ
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
そ
ち
ら
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
挑
戦
し
て

い
く
つ
も
り
で
す
。

そ
の
他
、
指
導
的
な

立
場
の
お
仕
事
も
い

た
だ
く
よ
う
に
な
っ

て
、
こ
れ
か
ら
の
展

望
が
見
え
て
き
た
よ

う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

 

若
い
森
林
技
術
者
の
方
々
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

 

お
願
い
し
ま
す
！

　

若
い
方
々
に
伝
え
た
い
の
は
、
林
業
の
世
界

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
常
に
学
び
を
続
け
、
自

分
の
世
界
を
広
げ
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
に
と
っ
て
大
き
か
っ
た
の
は
競
技
会
へ
の

挑
戦
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
ま
だ
ま
だ
学
び
続

け
た
い
、挑
戦
し
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

山
師
と
し
て
の
技
術
や
視
野
を
広
げ
る
だ
け

で
な
く
、
人
生
を
豊

か
に
す
る
こ
と
に
も

繋
が
る
の
で
、
皆
さ

ん
に
も
ぜ
ひ
自
ら
努

力
し
て
学
び
、
林
業

だ
け
に
限
ら
ず
、
新

し
い
こ
と
に
挑
戦
し

続
け
て
欲
し
い
、
そ

う
思
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
岐
阜
県
伐
木
安
全
技
術
評
価
会
で

過
去
３
大
会
の
う
ち
出
場
し
た
２
回
と
も
優
勝

し
、
会
社
と
し
て
も
３
連
覇
を
達
成
さ
れ
て
い

る
、
㈱
岐
阜
緑
地
の
鈴
木
康
範
さ
ん
に
、
競
技

会
の
こ
と
、
若
い
技
術
者
の
方
々
に
伝
え
た
い

こ
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

  

競
技
会
に
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
は
？

　

初
め
て
参
加
し
た
の
は
、
平
成
26
年
の
秋
に

全
国
育
樹
祭
の
１
年
前
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し

て
岐
阜
県
庁
前
で
開
催
さ
れ
た
「
育
林
技
術
競

技
会
」
で
す
。
こ
ん
な
世
界
が
あ
る
の
か
と
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
し

た
。
そ
の
後
、
日
本
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ

プ
（
以
下
「
Ｊ
Ｌ
Ｃ
」）
の
動
画
で
興
味
は
持
っ

て
い
ま
し
た
が
、
な
ん
と
な
く
二
の
足
を
踏
ん

で
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
折
、
令
和
２
年
の
秋
に
「
岐
阜
県
伐

木
安
全
技
術
評
価
会
（
以
下
「
県
評
価
会
」）」

が
開
催
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
参
加

し
た
と
こ
ろ
、
あ

り
が
た
い
こ
と
に

優
勝
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

  

そ
の
後
、
Ｊ
Ｌ
Ｃ
に
参
加
さ
れ
た
の
で
す
ね

　

実
は
、
県
評
価
会
に
参
加
す
る
に
あ
た
っ
て
、

得
点
が
千
点
を
超
え
た
ら
、
次
は
全
国
へ
挑
戦

し
て
み
よ
う
、
と
心
に
決
め
て
お
り
、
幸
い
千

点
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
い
よ
い
よ

Ｊ
Ｌ
Ｃ
に
初
参
戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

実
際
に
参
加
し
て
み
て
、
岐
阜
県
で
は
１
位

で
も
Ｊ
Ｌ
Ｃ
で
は
上
位
に
も
食
い
込
む
こ
と
が

で
き
ず
、
改
め
て
全
国
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 

競
技
会
に
参
加
さ
れ
て
得
ら
れ
た
も
の
は
？

　

 

何
よ
り
、
世
界
が
広
が
っ
た
、
と
い
う
こ

と
が
と
て
も
大
き
い
で
す
。
県
内
各
地
の
森

林
技
術
者
の
方
々
と
も
様
々
な
繋
が
り
を
持

つ
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
Ｊ
Ｌ
Ｃ
で
は
全
国

に
も
仲
間
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
最
近
は
講

師
と
し
て
声
を
か
け

て
も
ら
っ
た
り
、
ア

カ
デ
ミ
ー
な
ど
で
い

ろ
い
ろ
な
方
々
と
一

緒
に
練
習
し
た
り
と

本
当
に
世
界
が
広
が

り
ま
し
た
。

 

参
加
を
経
て
意
識
は
変
わ
り
ま
し
た
か
？

　

仕
事
へ
の
意
識
は
間
違
い
な
く
変
わ
り
ま
し

た
。
以
前
は
、
言
い
方
は
悪
い
で
す
が
伐
倒
で

き
れ
ば
い
い
、
と
い
う
く
ら
い
の
感
覚
だ
っ
た

の
で
す
が
、
競
技
会
を
経
て
、
常
に
技
術
面
の

基
準
、
正
確
さ
や
効
率
、
安
全
面
を
意
識
し
た

仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

 

競
技
会
な
ど
今
後
の
活
動
予
定
は
？

　

県
評
価
会
に
つ
い
て
は
、
今
後
は
選
手
で
は

な
く
大
会
サ
ポ
ー
ト
に
ま
わ
る
考
え
で
、
審
判

に
も
挑
戦
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
―
３
５
―
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　

　森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　普
及
企
画
係
ま
で

　
本
内
容
は
１
月
24
日
の
中
部
森
林
技

術
交
流
発
表
会
（
中
部
森
林
管
理
局
の

発
表
会
）
で
全
国
初
の
取
組
と
し
て
発

表
し
た
も
の
で
す
。

　
林
業
の
現
場
は
携
帯
電
話
の
通
信
圏

外
が
多
く
、
事
故
発
生
時
に
発
見
が
遅

れ
る
と
重
大
災
害
に
つ
な
が
る
た
め
、

通
信
手
段
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
携
帯
電
話
の
通
信
圏
外
に
お
け
る
通

信
手
段
確
保
の
取
組
も
市
町
村
や
林
業

事
業
体
に
よ
っ
て
事
情
が
異
な
る
こ
と

か
ら
、
普
及
の
方
針
と
し
て
複
数
の
機

器
を
用
意
し
、
選
択
肢
を
設
け
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
通
信
機
器
を
補
完

す
る
た
め
、
先
に
導
入
し
た
ジ
オ
チ
ャ
ッ

ト
と
、
通
話
を
可
能
に
す
る
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
を
併
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
通
信
シ
ス
テ

ム
は
音
声
通
話
の
他
に
位
置
情
報
（
精

度
の
高
い
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
に
対
応
）、Ｌ
Ｐ
Ｗ

Ａ
通
信
機
器
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
て

チ
ャ
ッ
ト
、
ポ
イ
ン
ト
情
報
、
危
険
範

囲
情
報
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通

信
距
離
は
約
５
㎞
で
森
林
技
術
者
の
安

全
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
林
業
の

生
産
性
向
上
に
も
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
で

す
。

　
利
点
と
し
て
、
音
声
通
話
が
で
き
る

こ
と
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
は
初
め
て
使

う
人
に
も
な
じ
み
や
す
く
、
普
及
し
や

す
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
こ
の
２
種
類
の
機
器

（
ジ
オ
チ
ャ
ッ
ト
と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
通

信
シ
ス
テ
ム
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
、

短
所
を
紹
介
し
、
現
場
実
装
に
向
け
た

研
修
会
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

全
国
初
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
通
信
シ
ス
テ
ム

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

岐阜県地域森林監理士養成研修
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林業普及指導員　森　孝博

■森林文化アカデミー
　森林技術開発・支援センター　普及企画係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

トランシーバー通信システム

　
【
崩
壊
３
条
件
】

　

・
急
傾
斜
で
あ
る

・
流
れ
る
土
が
あ
る
＝
地
盤
が
風
化

し
て
い
る

・
土
を
流
す
水
が
あ
る
＝
地
下
水
が

多
い

　

崩
壊
の
３
条
件
を
踏
ま
え
、
郡
上
市

内
に
お
い
て
、
現
地
研
修
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

現
地
研
修
に
お
い
て
は
、
Ｃ
Ｓ
立
体

図
を
見
な
が
ら
実
際
の
崩
壊
危
険
地
形

を
解
説
、
水
分
の
多
い
土
壌
を
好
ん
で

生
育
す
る
植
物
の
解
説
、
崩
壊
前
に
見

ら
れ
る
移
動
体
の
特
徴
と
樹
木
の
関
係
、

断
層
地
形（
地
盤
が
風
化
し
や
す
い
）の

見
分
け
方
な
ど
に
つ
い
て
学
び
、
現
場

を「
観
る（
観
察
し
、
判
断
す
る
）」こ
と

が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し
た
。

地
域
課
題
研
修

　

研
修
生
に
は
実
技
と
し
て「
地
域
課
題

研
修
」に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

割
が
大
き
く
、
市
町
村
林
務
行
政
を
支

援
す
る「
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士
」の

活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

研
修
生
は
、
林
野
庁
が
作
成
し
た
映

像
資
料
を
視
聴
し
、
続
い
て
、
岐
阜
県

の
担
当
課
で
あ
る
森
林
活
用
推
進
課
か

ら
補
足
説
明
や
県
の
支
援
等
に
つ
い
て

学
ん
だ
後
、
意
見
交
換
を
行
い
、
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

路
網
整
備
・
防
災
研
修

　

森
林
研
究
所
の
研
究
員
を
講
師
に
招

き
、
山
地
災
害
リ
ス
ク
を
考
慮
し
た
森

林
管
理
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
座
学
に
お
い
て
、
森
林
の
多

面
的
機
能
、
日
本
及
び
岐
阜
県
の
地
形

の
特
徴
、
路
網
作
設
や
森
林
伐
採
と
崩

壊
の
関
係
か
ら
、
山
地
災
害
リ
ス
ク
に

配
慮
し
た
事
業
地
選
定
の
重
要
性
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

崩
壊
危
険
地
形
の
特
徴
と
し
て
崩
壊

３
条
件
が
揃
う
と
、
災
害
の
リ
ス
ク
が

大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
ま

し
た
。

 

は
じ
め
に

　

岐
阜
県
で
は
、
地
域
に
お
け
る
森
林

の
管
理
及
び
経
営
に
必
要
な
専
門
知
識

を
有
し
、
市
町
村
林
務
行
政
へ
の
支
援

や
民
有
林
経
営
の
助
言
等
を
行
う「
岐
阜

県
地
域
森
林
監
理
士
」の
養
成
及
び
認
定

を
行
っ
て
い
ま
す
。
岐
阜
県
立
森
林
文

化
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
平
成
29
年
度
か
ら
、

「
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士
」の
養
成
を

行
う
た
め
の
研
修
を
企
画
・
運
営
し
て

い
ま
す
。

 

令
和
４
年
度
の
研
修
開
催
状
況

　

①
研
修
生
人
数
：
５
名

　

②
研
修
期
間
：
令
和
４
年
６
月
６
日
～

　
　

10
月
27
日（
延
べ
16
回
）

 

研
修
内
容
の
紹
介

　

 

研
修
内
容
は
、
国
外
情
勢
、
国
施
策
、

県
施
策
、
倫
理
法
令
、
森
林
計
画
、
森

林
経
営
管
理
制
度
、
林
業
経
営
、
路
網

整
備
、
防
災
、
更
新
、
野
生
動
物
管
理
、

木
材
利
用
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
、
木
材

流
通
の
全
14
項
目
に
加
え
て
地
域
課
題

研
修（
実
技
）と
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

今
回
、
研
修
の
内
容
の
一
部
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度（
森
林
経
営
管
理
法
）

研
修

　

森
林
経
営
管
理
制
度
は
、
管
理
が
行

わ
れ
て
い
な
い
森
林
に
つ
い
て
、
市
町

村
が
仲
介
役
と
な
り
、
地
域
の
関
係
者

や
民
間
事
業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
適

切
な
森
林
の
経
営
や
管
理
を
進
め
る
制

度
で
す
。
こ
の
制
度
で
は
市
町
村
の
役

①森林経営管理制度の研修

②郡上市内での現地研修
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普及コーナー

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
―
３
５
―
２
５
３
５

　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　

　森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　普
及
企
画
係
ま
で

　
本
内
容
は
１
月
24
日
の
中
部
森
林
技

術
交
流
発
表
会
（
中
部
森
林
管
理
局
の

発
表
会
）
で
全
国
初
の
取
組
と
し
て
発

表
し
た
も
の
で
す
。

　
林
業
の
現
場
は
携
帯
電
話
の
通
信
圏

外
が
多
く
、
事
故
発
生
時
に
発
見
が
遅

れ
る
と
重
大
災
害
に
つ
な
が
る
た
め
、

通
信
手
段
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
携
帯
電
話
の
通
信
圏
外
に
お
け
る
通

信
手
段
確
保
の
取
組
も
市
町
村
や
林
業

事
業
体
に
よ
っ
て
事
情
が
異
な
る
こ
と

か
ら
、
普
及
の
方
針
と
し
て
複
数
の
機

器
を
用
意
し
、
選
択
肢
を
設
け
る
こ
と

が
大
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、Ｌ
Ｐ
Ｗ
Ａ
通
信
機
器
を
補
完

す
る
た
め
、
先
に
導
入
し
た
ジ
オ
チ
ャ
ッ

ト
と
、
通
話
を
可
能
に
す
る
ト
ラ
ン
シ
ー

バ
ー
を
併
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

ま
し
た
。

　
こ
の
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
通
信
シ
ス
テ

ム
は
音
声
通
話
の
他
に
位
置
情
報
（
精

度
の
高
い
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
に
対
応
）、Ｌ
Ｐ
Ｗ

Ａ
通
信
機
器
の
ア
プ
リ
を
活
用
し
て

チ
ャ
ッ
ト
、
ポ
イ
ン
ト
情
報
、
危
険
範

囲
情
報
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
通

信
距
離
は
約
５
㎞
で
森
林
技
術
者
の
安

全
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
林
業
の

生
産
性
向
上
に
も
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
で

す
。

　
利
点
と
し
て
、
音
声
通
話
が
で
き
る

こ
と
。
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
は
初
め
て
使

う
人
に
も
な
じ
み
や
す
く
、
普
及
し
や

す
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
こ
の
２
種
類
の
機
器

（
ジ
オ
チ
ャ
ッ
ト
と
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
通

信
シ
ス
テ
ム
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
、

短
所
を
紹
介
し
、
現
場
実
装
に
向
け
た

研
修
会
を
企
画
し
て
い
き
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
林
業
通
信

全
国
初
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
通
信
シ
ス
テ
ム

●
詳
し
い
内
容
を
知
り
た
い
方
は

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
５
７
５
ー
３
５
ー
２
５
３
５

　
　
　
　
　
　
　
　森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ス
マ
ー
ト
林
業
推
進
係
ま
で

岐阜県地域森林監理士養成研修

35

林業普及指導員　森　孝博

■森林文化アカデミー
　森林技術開発・支援センター　普及企画係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

トランシーバー通信システム

村
、
若
手
林
業
家
ら
と
協
力
し
て
、
モ

ミ
ジ
や
カ
ツ
ラ
な
ど
の
広
葉
樹
を
植
栽

す
る
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案

や
市
町
村
有
林
の
皆
伐
跡
地
へ
の
再
造

林
に
関
す
る
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

最
後
に

　

令
和
４
年
度
の
研
修
修
了
生
５
名
は
、

そ
の
後
の
岐
阜
県
地
域
森
林
監
理
士
認

定
試
験
に
合
格
し
、「
岐
阜
県
地
域
森
林

監
理
士
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た（
当
号
の

３
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
今
後
の

各
地
域
で
の
活
躍
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

 　

な
お
、
令
和
５
年
度
も
引
き
続
き
岐

阜
県
地
域
森
林
監
理
士
養
成
研
修
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
研
修
内
容
、
受
講

対
象
者
な
ど
詳
し
く
は
、
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
ー
森
林
技
術
開
発
・
支
援
セ
ン

タ
ー
普
及
企
画
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
研
修
は
研
修
生
が
所
属
・
活
動

し
て
い
る
地
域
の
課
題
を
整
理
し
、「
岐

阜
県
地
域
森
林
監
理
士
」と
し
て
の
視
点

に
立
ち
、
地
域
の
関
係
者
ら
と
と
も
に
、

対
応
策
を
検
討
し
、
そ
れ
ら
を
地
域
に

政
策
提
案
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
市
町
村
が
行
う
森
林
経

営
管
理
制
度
に
関
す
る
提
案
が
２
つ
あ

り
、
と
も
に
、
意
向
調
査
す
る
地
域
の

優
先
順
位
、
全
体
計
画
に
関
す
る
提
案

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
整

備
が
遅
れ
た
森
林
の
整
備
が
進
む
も
の

と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
林
道
の
機
能
強
化
に
関
し
て
、

過
去
の
被
災
状
況
や
関
係
者
か
ら
の
意

見
を
参
考
に
、
被
災
原
因
の
確
認
、
林

道
機
能
強
化
工
法
、
実
施
個
所
の
選
定

な
ど
の
提
案
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
林
道
の
機
能
強
化
が
図
ら
れ

る
も
の
と
期
待
さ
れ
、
市
町
村
の
令
和

５
年
度
の
予
算
に
も
盛
り
込
ま
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
地
域
に
お
い
て
、
人
工

林
を
伐
採
し
、
地
元
小
売
業
者
や
市
町

④修了式

③地域課題研修の市町村への提案
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国
有
林
の
現
場
か
ら

79

岐
阜
森
林
管
理
署
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

ン
ジ
カ
被
害
の
現
状
や
対
策
に
つ
い
て
説

明
し
、
実
際
に
く
く
り
罠
の
設
置
の
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
に
新
築
さ
れ
た
森
林
技
術
・

支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
、
庁
舎
の
内
外

装
等
に
使
用
さ
れ
て
い
る
国
内
産
の
杉
材

を
使
っ
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ（
直
交
集
成
板
）や
ペ

レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

【
２
日
目（
２
月
21
日
）】

　

２
日
目
は
寒
波
の
影
響
で
積
雪
も
あ
り
、

た
い
へ
ん
寒
い
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
午

　

中
部
森
林
管
理
局
で
は
、
学
生
が
実
際

の
行
政
実
務
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学

生
の
学
習
意
欲
を
喚
起
し
、
高
い
職
業
意

識
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
国
有
林
野
事

業
及
び
林
野
行
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ
は
、

中
部
森
林
管
理
局
の
ほ
か
地
域
の
森
林
管

理
署
で
も
実
施
し
て
お
り
、
岐
阜
森
林
管

理
署
に
お
い
て
も
、
２
名
の
実
習
生
を
受

け
入
れ
、
２
月
20
日
～
21
日
の
２
日
間
で

実
施
し
ま
し
た
。

【
１
日
目（
２
月
20
日
）】

　

署
内
で
開
講
式
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
実
施
後
、
七
宗
国
有
林
へ
移
動
し
、

午
前
中
は
管
理
用
務
実
習
と
し
て
、
国
有

林
野
の
貸
付
箇
所
を
見
学
し
な
が
ら
貸
付

や
返
地
の
手
続
き
、
国
有
林
野
の
巡
視
や

境
界
の
巡
検
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。

　

午
後
は
野
生
鳥
獣
被
害
対
策
実
習
と
し

て
、
囲
い
罠
や
箱
罠
、
防
護
柵
、
幼
齢
木

保
護
資
材
な
ど
を
見
学
し
な
が
ら
、
ニ
ホ

場
環
境
の
こ
と
か
ら
、
山
間
地
で
の
普
段

の
生
活
な
ど
様
々
な
話
題
と
な
り
、
実
際

に
就
職
し
た
後
の
具
体
的
な
内
容
を
知
っ

て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

実
習
生
か
ら
は
、「
森
林
管
理
署
の
仕
事

内
容
を
現
場
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
非
常
に

勉
強
に
な
っ
た
」「
自
分
の
学
ん
で
い
る
こ

と
を
ど
の
よ
う
に
活
か
せ
る
の
か
を
考
え

る
良
い
機
会
に
な
っ
た
」「
実
際
に
職
員
の

方
々
と
お
話
す
る
中
で
職
場
の
雰
囲
気
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」と
い
っ
た
感
想
と

御
礼
の
手
紙
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、毎
年
、夏
期（
７

月
～
９
月
頃
）、
春
期（
２
月
～
４
月
頃
）に

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

森
林
管
理
局
の
業
務
を
体
験
で
き
る
貴

重
な
機
会
で
す
の
で
、
興
味
を
お
持
ち
の

学
生
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

（
岐
阜
森
林
管
理
署
）

前
中
は
下
呂
市
小
坂
町
の
大
洞
国
有
林
内

の
治
山
工
事（
山
腹
工
・
渓
間
工
）の
現
場

で
治
山
事
業
実
習
を
行
い
、
工
事
概
要
や

監
督
業
務
に
つ
い
て
説
明
し
た
後
、
実
際

に
現
場
の
計
測
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

帰
り
に
は
、
赤あ
か

沼ん

田た

天て
ん

保ぽ

林り
ん

を
見
学
し

ま
し
た
。
こ
の
天
保
林
は
、
江
戸
時
代
末

期
の
天
保
14
年
頃
に
ヒ
ノ
キ
を
主
と
し
て

植
栽
さ
れ
た
林
齢
１
７
０
年
を
超
え
る
人

工
林
で
す
。

　

午
後
は
下
呂
市
馬
瀬
の
川
上
国
有
林
内

の
造
林
地
で
造
林
業
務
実
習
を
行
い
、
造

林
業
務
に
お
け
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
や
課

題
、
監
督
業
務
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。
実
習
中
に
は
シ
カ
の
鳴
き
声
も

聞
こ
え
良
い
体
験
を
し
て
い
た
だ
け
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
は
署
内
で
６
名
の
若
手
職
員
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
福
利
厚

生
、
給
与
、
異
動
な
ど
の
労
働
条
件
や
職

くくり罠設置の体験

治山工事現場の見学

造林地の見学
6月号
予定

6月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（214）
●山のおじゃまむし（383）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（125）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（123）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 昨年９月の日曜日に飛騨市と白川村の境、東海北陸道の飛騨トンネルの真

上にある籾糠山に登ろうと飛騨市河合の天生県立自然公園に行きました。入

山受付に行くと以前飛騨市森林組合に勤めていた人に出会いました。その人

はこれから公園内の整備に向かうため、途中まで一緒に歩き、山野草の名前、昔食料にしてい

た野草の事など教えていただきました。また30年程前に岐阜市で森林組合の会議後、他の職

員とともに飲酒した話など懐かしい昔話に花が咲きました。

高山植物群、高層湿原、ブナ原生林、深淵な渓谷など雄大な自然を体感できる自然公園の

１年は、６月初旬ミズバショウの時期に開園し、１１月初旬紅葉の終りとともに閉園の予定で

す。６～７月は特に花の多い時期で色々な花を観賞することが出来ます。

湿原のある自然公園は、訪れた人の思い出に残る美しい場所だと思います。

「森林のたより」編集委員　山下　篤志
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6月号
予定

6月1日発行イベント情報

市況情報

連載
●山の歳時記（214）
●山のおじゃまむし（383）

清流と森と親しむ
●森林と人を活かす知恵（125）

木と親しむ
●岐阜県の公共木造建築（123）

森林・林業技術
●研究・普及コーナー

清流の国ぎふ森林・環境税

その他

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● C O L U M N

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

コラム 昨年９月の日曜日に飛騨市と白川村の境、東海北陸道の飛騨トンネルの真

上にある籾糠山に登ろうと飛騨市河合の天生県立自然公園に行きました。入

山受付に行くと以前飛騨市森林組合に勤めていた人に出会いました。その人

はこれから公園内の整備に向かうため、途中まで一緒に歩き、山野草の名前、昔食料にしてい

た野草の事など教えていただきました。また30年程前に岐阜市で森林組合の会議後、他の職

員とともに飲酒した話など懐かしい昔話に花が咲きました。

高山植物群、高層湿原、ブナ原生林、深淵な渓谷など雄大な自然を体感できる自然公園の

１年は、６月初旬ミズバショウの時期に開園し、１１月初旬紅葉の終りとともに閉園の予定で

す。６～７月は特に花の多い時期で色々な花を観賞することが出来ます。

湿原のある自然公園は、訪れた人の思い出に残る美しい場所だと思います。

「森林のたより」編集委員　山下　篤志

開催日 行事名等 内　容　等
（概要、定員、受講料、申込期限など）

場　所
申込（問合せ）先／ TEL 

5月10日㈬
チェーンソーを用いて行う
伐木等の業務従事者
安全衛生教育
（３～５年従事者再教育）

●講習時間：学科・実技　8:50~16:50
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：12,430円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

5月16日㈫ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間： 学科　  8:55~15:20
　　　　　　実技　15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：40名（定員になり次第締め切ります。）

ＪＡひだ吉城営農センター（飛騨市古川町上野 571-1）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

5月17日㈬～
5月19日㈮

伐木等の業務
（チェーンソー）に係る
特別教育

●講習時間：17日　学科　 8:50~17:10
　　　　　　18日　学･実　8:50~12:00
　　　　　   19日　実技　 8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円（本代含む）（振込み）
●定　員：40名（定員になり次第締め切ります。）

17 日（学科）18 日（学 ･ 実）
ＪＡひだ吉城営農センター（飛騨市古川町上野 571-1）
19 日（実技）
県森連飛騨林産物共販所（高山市新宮町 112-7）

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

6月1日㈭ 刈払機取扱作業者
安全衛生教育

●講習時間：学科　  8:55~15:20
　　　　　　実技　15:30~16:30
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：11,550円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

郡上森林組合（郡上市八幡町稲成 525-7）

林材業労災防止協会　岐阜県支部
電話 058-275-0192　FAX  058-201-1195

6月14日㈬～
6月16日㈮

伐木等の業務
（チェーンソー）に係る
特別教育

●講習時間：14日　学科　 8:50~17:10
　　　　　　15日　学･実　8:50~12:00
　　　　　   16日　実技　 8:30~17:40
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：23,870円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）

14 日（学科）15 日（学 ･ 実）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
16 日（実技）
県森連岐阜林産物共販所（関市倉知字物見山（予定））

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

6月20日㈫～
6月21日㈬

走行集材機械の運転業務
特別教育

●講習時間：20日　学科　 9:00~16:00
　　　　　　21日　実技　 9:00~16:00
●申　込：開催日の10日前まで
●受講料：46,200円（本代含む）（振込み）
●定　員：30名（定員になり次第締め切ります。）
（学科及び実技一部免除者を含む。実技講習は10
名単位の開催となりますので実技受講者が10名
以上の場合は翌日になりますのでお問合せ下さ
い。）

20 日（学科）
ぎふ森林文化センター（岐阜市六条江東 2-5-6）
21 日（実技）
関市地内山林 ( 予定 )

林材業労災防止協会　岐阜県支部 
電話 058-275-0192　FAX 058-201-1195

森林・林業関係イベントカレンダー（5～6月） 林業者向け

2121 MORINOTAYORI



市況

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

（　　　　）

外材市況（3月期）

樹　種 規　　格 価格 前月比較

米　松
SSタイプ

コースト（目荒）
ヘム（アラスカ産）

ポール
米　栂
米ひば

日刊木材新聞調べ 名古屋標準相場（径級は30㎝上、米松コーストのみ大阪相場）

※日刊木材新聞調べ（名古屋標準相場　全てKD材）

単位：円

単位：100円（1㎥当たり）

製品卸売標準価格（3月期）

（本（枚）単価）樹種

ス 

ギ

ヒ
ノ
キ

集
成
材

Ｗ
ウ
ッ
ド

用途

柱
間柱
土台

柱

柱

前月
比較

等級
長 巾 高
寸法（mm）

3000

3000

4000

3000

6000

3000

3000

85,000

85,000

65,000

85,000

165,000

106,000

109,000

→

→

→

→

→
→

→

105

105

105

120

120

105

120

105

30

105

120

120

105

120

１等
１等
特等
特等
特等
国産５層

国産５層

　スギは全体的に軟化気配の中ではあるが、相場を維持し保合で推移。4
ｍ元木、尺上良材については応札多数。スギラミナ向け3ｍ・4ｍ材は保合
であるが、弱含みの気配。ヒノキ元木、尺上良材3ｍ・4ｍ役物取りは引き合
いは強いが、節物、目荒材は売りづらく、また曲材も同じく弱含み。製紙向
けパルプ材、発電向け未利用材ともに原木不足感が強く需要高。（岐阜）

　スギ、ヒノキ共並材が多く横ばいの展開で推移。ヒメコは応札旺盛で特
に大径木良材に人気が集まった。広葉樹はどの樹種も引き合いが強く特に
サクラ、エンジュに人気が集まった。高値はヒノキ3m×48cm@46,000
円、ヒメコ4m×56cm@52,800円、クリ4m×36cm@41,200円、マクル
ミ4m×28cm@33,000円、エンジュ3m×26cm@52,800円。（飛騨）

　全般的には製品市況の値下がりを危惧し、当用買い中心の展開となっ
た。ヒノキ元木良材2・3・4ｍ尺上、40cm上役物取りは引き合いが強く、強
保合。節物、目荒材は売りづらく、曲材も同じく弱含み。3ｍ柱向け（14cm
～24cm）は相場を堅持したが弱含み基調は継続。4ｍ中目は売りづらさも
あり弱保合での展開となった。スギ4ｍ中目尺上元木良材は保合で推移し
てきたが弱含み基調。3ｍ・4ｍ構造材向けは、軟化気配の中ではあるが、相
場を維持し保合。合板向けは製品荷動きが鈍く弱基調、特にヒノキ、カラマ
ツは原木受入調整が一段と厳しく継続している。（東濃）

【商況】

こ れ っ て な あ に ？ ～ 木 材 用 語 ～

市売は、市場で問屋もしくは市場が複数の買い方に対して、せりによって値
段を決めて販売する方法。付売は、売り手と買い手が個々に値段を決めて販
売する方法。市売は価格公開が原則。

市売
いち うり

木材市況　県森連　岐阜・飛騨・東濃林産物共販所
単位：円（1㎥当たり）

回　　数
共販所名

長さ 径 平均値 高値 気配樹種

第1820回

4月11日

4月5日

4月6日

岐
阜
共
販
所

第1407回

飛
騨
共
販
所

す
　
ぎ

ひ
の
き

す
ぎ

ひ
の
き

ひ
め
こ

くり

す
ぎ

ひ
の
き

ま
つ

16～18㎝

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～18㎝

20㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～18㎝

20～22㎝

24～28㎝

30㎝以上

16～20㎝

24～28㎝

30㎝以上

30㎝以上

24㎝以上

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

16～22㎝

24～28㎝

30㎝以上元

13㎝以下

24～28㎝

30㎝以上元

18～22㎝

22～28㎝梁

30㎝以上元

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

5ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

3ｍ

4ｍ

6ｍ

4ｍ

－

－

－

－

20,000

－

－

－

－

－

35,000

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

52,800

－

41,200

－

－

22,000

－

－

53,000

－

－

51,000

－

－

－

16,700

15,400

16,200

16,200

15,300

－

23,100

20,700

22,200

19,900

19,700

－

16,500

16,000

15,000

23,000

21,000

19,500

19,000

30,000

20,000

15,000

－

15,000

16,500

15,800

15,000

21,500

19,800

25,000

10,000

19,000

25,000

31,500

－

11,000

第1739回

東
濃
共
販
所

木材市場

468 
468 
468 
－

→
→

→
－

2,811

803

2,867

3,672

14,256

3,500

4,700

（参考）日刊木材新聞社　木材・建材用語辞典※単価は直材価格､但し平均値は並材二番玉価格。 気配は、前回市との比較。

m3当り
価　格

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→
→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

→

TEL 058－215－0681   FAX 058－215－0682

「全面緑化」のり枠工で、防災・環境保全に貢献します。

http://www.ibiden-greentec.co.jp
TEL 0584-81-6111　FAX 0584-74-1971

軽量・経済的！！
山林作業道の足場確保に活躍中です。

〒701－0213 岡山市南区中畦1186
TEL.086－298－2281
FAX.086－298－2121
e-mail  order@ripro.co.jp
ホームページ／www.ripro.co.jp

Wボート 超軽量＆取っ手付で
人手削減！ 最小限の人員で設営・撤去できます。
騒音緩和！ 素早く軽快に設営・撤去できます。
コスト削減！ クレーンなど重機不要、輸送費も減らせます。

強靭な耐荷重＆しなやかで加工も可能
信頼性抜群 荷重・曲げ・衝撃にも強靭です。
曲がっても復元

国土交通省NETIS 登録番号
（新技術情報提供システム） CG-15003-A

下地追従性に優れ、様々な土地に対応します。

㈹

その他山用グッズ多ございます。
ご要望の方は、お気軽にお問い合わせ下さい。
総合カタログ無料発送いたします。

樹脂製敷板

国土交通省NETIS
「平成30年度 推奨技術」

累計施工実績

100万㎡以上!

緑豊かな森  林づくりもり
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